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秋
の
交
通
安
全
運
動

9
月
2
1
日
～
3
0
日

交
通
事
故
ゼ

ロ

を
め
ざ
し
て

あ
り
が
と
う

笑
顔
で
か
わ
す

良
い
マ
ナ
ー

交
通
事
故
は
ち
ょ
つ
と
し
た
不
注
意
や

、
安
易
な
行
動
が
原
因
で

起
こ
り
ま
す
。「
車
が
避
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」「
急
い
で
い
る
か
ら
」

と
い
っ
た
自
分
勝
手
な
行
動
が
自
分
だ
け
で
な
く
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
つ
て
い
る
人
ま
で
巻
き
込
ん
で
、
身
体

的
・
精
神
的
に
も
大
き
な
苦
痛
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
事
故
に
遭
つ
て
か
ら
注
意

を
す
る
の
で
は
遅
い
の
で
す
。

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
一
人
ひ
と
り

が
自
覚
を
持
ち
、
交
通
ル
ー
ル

ー
マ
ナ
ー
を

守
り
交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

区
内
で

事
故
多
発

1
0年
中
の
区
内
の
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
は
1
5人
で
し
た
。
昨
年
末
か
ら
交

通
事
故
が
急
増
し
、
今
年
は
す
で
に
1
0

人
の
方
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
(
表
1
)
。
そ
の
半
数
は
歩
行
中
の

事
故
で

、
信
号
無
視
や
横
断
禁
止
場
所

横
断
な
ど
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
た
め

に
亊
故
に
遭
つ
た
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
歩
行
者
・
運
転
者
と
も
お
互

い
の
立
場
を
理
解
し
、
ゆ
と
り
と
思
い

や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

□
高
齢
者
の
交
通
安
全
は
ゆ
と
り
と
無

理
の
な
い
行
動
が
ポ
イ
ン
ト

自
分
が
思
っ
た
よ
り
も
自
動
車
や
バ

イ
ク
が
近
付
い
て
い
て
、
ヒ
ヤ
ツ
と
し

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
誰
で
も
年
を

と
れ
ば
、
若
い
こ
ろ
の
よ
う
な
機
敏
な

行
動
は
と
れ
ま
せ
ん
。
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
無
理
を
せ
ず
に
ゆ
と
り
を
も
っ

て
行
動
す
れ
ば
、
交
通
亊
故
は
避
け
ら

れ
ま
す
。
一
方
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
も
高
齢
者
の
立
場
に
な
っ
て
、
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

表1　 区内事故発生状況
( 11年7 月末日現在)

自
転
車
も

ル
ー
ル
を
守
っ
て

自
転
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物
と

し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
自

転
車
利
用
者
の
信
号
無
視
や
安
全
不
確

認
、
夜
間
の
無
灯
火
運
転
な
ど
交
通
法

規
の
軽
視
や
交
通
マ
ナ
ー
の
低
下
に
よ

る
交
通
事
故
・
迷
惑
行
為
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
は
免
許
こ
そ
必
要
と

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
車
の
仲
間
で
す
。

道
路
交
通
法
で
二
人
乗
り
や
自
転
車
ど

う
し
の
並
走
、
酒
酔
い
運
転
な
ど
ほ
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
し
た

と
き
は
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
(
表
2
)

。ま
た
、自
顳
車
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
ら
ず
歩
行
者
と
人
身
事
故
を
起
こ
せ

ば
、
自
勣
車
事
故
と
同
様
に
刑
事
・
民

事
貴
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歩
道
は
本
来
、
歩
行
者
の
た
め
の
道

路
で
す
。
歩
道
を
走
行
す
る
と
き
は
、

歩
道
の
車
道
側
部
分
寺
徐
行
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ベ
ル
を
塢
ら
し
て
歩

行
者
を
ど
け
る
の
で
は
な
く
、
自
祗
車

が
一
時
停
止
を
し
て
歩
行
者
の
進
行
を

妨
げ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
歩
行
者
の
進
行
含
四
げ
、
亊
故

に
つ
な
が
る
よ
う
な
運
転
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

表2　 自 転車の
道路交通法罰則

( 写 真 提 供: 千 住 警 察 署)

交 通 安 全 運 動 の 重 点
○ 高 齢 者の 交通 事 故防 止

○ 二 輪 車・ 自 転車 の交 通 事故防 止

○ シ ー トベ ル ト着 用の 徹底 とチャ イ

ル ド シ ート の着 用促 進

1
1月
1
日
施
行

自
動
車
運
転
中
の

携
帯
電
話
使
用
制
限

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

運
耘
中
の
携
帯
電
話
な
ど
の
使
用
が
制

限
さ
れ
ま
す
。
車
両
が
停
止
し
て
い
る

と
枩
露
苔

、
逓
転
中
に
携
帯
電
話
な

ど
の
使
用
お
よ
び
ゐ
I
ナ
ビ
な
ど
に
表

示
さ
れ
た
田
像
を
見
る
な
ど
し
、
道
路

に
お
け
る
交
通
の
危
険
(
事
故
な
ど
)

を
生
じ
さ
せ
た
者
に
対
し
て
、
罰
則
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
普
通
車
で
は
反
則

金
9
千
円
が
科
せ
ら
れ
、
違
反
点
数
2

点
が
減
点
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
事
故
は

交
差
点
で
多
発( 1) 自転車事故の大半は交差点で

の出合い頭の衝突事故。交差点
では必ず左右の安全確認を

( 2) 信号のある交差点では右左折
車との事故が多い。青信号でも
自分で安全確認を。特に後方か
らの右左折車に注意

( 3) 道路を横断するときや進路変
更時に直進車との衝突や右後方
車との事故。しっかり安全確認
し、無理な横断はしない

( 4) ガソリンスタンド・駐車場な
どに出入りする車と衝突。駐車
場などの出入口付近は漫然と通
行せずに、出入りする車に注意

交 通 安 全 運 動 の 行 事
千住警察署 　3879- 0110

西新井警察署 　3852- 0110

綾瀬警察署 　3620- 0110

竹の塚警 察署 　3850- 0110

※ 申し込みなどのお問い合わせは各警察署ヘ

問先= 交通安全係

3880- 5111㈹

1999

国際高齢者年

すべての世代のための
社会をめざして

このロゴマークは、
活力、多様性、助け合い、
運動、発展を表しています。

ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

問
先
=
地
域
振
興
課
美
化
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

秋
の
施
設
見
学
会

参
加
者
募
集

日
時
等
日
左
表

対
象
日
区
民

定

員
目
各
日
2
3人
(
抽
選
)

費
用
日

無
料

申
込
日
往
復
(
ガ
キ
に
希
望

貝
第
2
希
犁
ま
で
可
)
、
参
加
者
全

員

徊
人
は
I
人
ま
で
、
団
体
は
代

表
者
の
み
)
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、「
施
設
見
学
会
しと
明
記

期
限
日
9
月
2
2日
必
着

申
・
問

先
日
広
報
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
1
1
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

施設見学会コース

※ いずれも、時間は午前9 時30分
～午後4 時

区内中小企業支援啓発標語 足立区で　買おう　食べよう　頼もう
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保
健

福

祉

ガ
イ
ド

2
・
3

面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
6

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
(

障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9歳
1
1ヵ
月
ま

で
)
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で
、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
・
:離

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1
年
以
上
の

遺
棄
衷
ほ
F

年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い

～

の
扶
養
が
な
い

方
/
父
に
重
度
の
障
害
(
身
体
障
害
者

手
帳
I
・
冫
級
程
度
)
が
あ
る

支
給

が
制
限
さ
れ
る
場
合
=
所
得
制
限
以
上

の
収
入
が
あ
る
(本
人
お
よ
び
同
居
の

扶
養
義
務
者
)
/
公
的
年
金
を
受
紿
し

て
い
る
/
児
童
が
父
の
死
亡
等
に
よ
り

公
的
年
金
を
受
給
、
あ
る
い
は
加
給
年

金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
/
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
/
昭
和
6
0年
8
月
1

日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
燉
T
9
よ

う
に
な
っ
た
方
が
i
年
以
よ
誚
求
し
な

い

手
当
額
(
月
額
)・
=
全
額
支
給
対

象
者・
:
4万
2
千
3
7
0円/
一
部
支
紿
対

象
者
…
2
万
8
千
3
5
0円

嶌
歯
が
複

数
9

洫
ゐ
I

人
目
・
:
5千
円
、
1
人

目
以
降
…
3
千
円
を
加
算

□
児
童
育
成
手
当

対
象
H
昭
和
5
6年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
莖
を
痍
音
じ
て
い
る
方・
:父
母
が
離

婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
跖
る
い
は
、

生
死
不
明
/
父
患
ほ
母
に
1
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は
母
が
法

令
に
よ
り
1
年
ぱ
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
偃
胎
レ
た
児

童
で
父
の
扶
養
が
な
い
/
父
次
仭
苺

に
重
度
の
障
害
(
身
体
障
害
者
手
帳

―
・
2

級
)
が
あ
る

手
当
額
(
月

額
)
=
1
万
3
千
5
0
0円

※
所
鱚
制
限

が
あ
り
ま
す
。
児
童
が
施
設
入
所
し
て

い
る
場
合
は
支
紿
さ
れ
ま
せ
ん
。
状
況

に
よ
り
申
膾
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り

求
T
の
で
お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
息
響
掌
当
係

(
乳
)
医
療
証
を

発
送
し
ま
す

脆
医
謬

陛

、1
0月
に
更
新
し
ま
す

の
で
、
釿
し
い
医
療
証
は
1
月
召
と

ろ
に
発
送
し
ま
す
。

□
3
歳
か
ら
就
学
前
の
医
療
証

医
療
証
の
色
は
ク
リ
ー
ム
色
(
3
歳

児
ほ
オ
レ
ン
ジ
色
)
で
す
。
医
療
証
は

1
0月
1
日
か
鳬
ぼ
I

ヂ

。
同
時
に
所

得
超
過
な
ど
に
よ
り
、
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
方
へ
は
そ
の
旨
、
通
知
し
牢
歹
。

□
3
歳
未
満
の
医
療
証

1
0月
I
R
か
ら
の
医
療
証
は
オ
レ
ン

ジ
色
で
す
。現
在
お
使
い
の
医
療
証
(
薄

緑
色
)
は
有
効
期
間
が
l
a

肖
ま
で

で
す
。1
0月
以
降
は
使
わ
ず
に
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

嶌
肖
T

囗
以
降
に
I

歳
に
達
す
欠
y乳
幼
児
(
8
年
1
0月
2

日
か
ら
a
年
1
月
―
巨
汞
R
)

に
つ

い
て
は
、
満
―
歳
の
到
達
月
に
所
得
判

定
を
行
い
、
制
限
内
の
方
に
は
医
療
証

を
超
過
の
方
に
は
そ
の
旨
の
通
知
を
送

り
ま
す

問
先
=
児
童
医
療
係

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

広
ぐ
地
域
の
冢
庭
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
経
験
豊
か
な
公
立
・
私
立

保
育
園
の
職
員
が
対
応
」稾
す
(
秘
密

厳
守
)
。

相
談
日
=
毎
週
木
眤
日
、
午

前
1
0時
I
午
後
4
時

※
祝
B
は
除
く

相
談
方
法
=
電
話
お
よ
ぴ
面
接

実
施

保
育
園
=
公
立
・
私
立
保
育
園
全
園

問
先
=
保
育
指
導
吏
ほ
保
育
振
興
係

9
月
1
6日
か
ら
無
料
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

都
電
・
都
バ
ス
・
都
営
地
下
鉄
の
新

し
い
無
料
乘
車
券
を
交
付
し
蚤
す
(
シ

ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
を
除
く
)
。

対
象
=
①
身
体
障
害
者
手
帳
(
1
～
6

級
)
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
療

育
手
帳
(
愛
の
手
帳
)
の
交
付
を
鷽
け

て
い
る
方

③
戦
傷
訶
者
手
帳
の
交
付

を
鷽
けて
い
る
方
で
恩
給
法
の
特
別
項

症
～
第
6
項
痙
お
よ
び
第
L
歉
症
～
第
5

款
酲
ま
で
に
該
当
す
る
万

④
原
子

廡
摺
礑
者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
同
法
第
8
条
に
規
定
す

る
厚
生
大
臣
の
認
可
黔
受
け
た
方
お
よ

び
健
康
管
理
里
三の
支
給
を
受
け
て
い

る
方

⑤
生
活
保
護
奮
河
け
て
い
る
世

帯
の
世
帯
員
の
う
ち
1
人

⑥
旧
母

子
・
準
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
の
世

帯
員
の
う
ち
F
人

⑦
児
莖
扶
養
手
当

受
給
世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち
F
人

申

込
=
表
1

※
対
象
に
よ
り
持
参
す
る

も
の
お
よ
び
甲
請
窓
口
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
①
～
⑤
・
:管
轄
の
福
祉
事

務
所
(
表
2
)

⑤
…
国
民
年
金
課
給

付
係

⑦
E
児
童
手
当
係

表1　 無料乗車券申請手続き 必要書類

※ 写真は縦4回 × 横3 卸で、最近暇影の正面脱帽・上半身のもの

表2　 福祉事務所一覧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
3
級
課
程
(

第
4
回
)
夜
間
コ
ー
ス

期
間
=
1
0月
9
日
～
H
月
1
3日

対

象
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ
l
t

希
望
す
る
方
お
よ
び
既
に
働
い
て

い
る
方
で
、
講
習
期
閧
中
全
日
奮
堰
し

て
受
講
で
き
る
区
民

定
員
=
3
0人

※
公
閧
抽
選
を
1
月
2
2日
團
。
午
前
1
0

時
か
ら
区
役
所
で
開
催
。
結
果
は
全
員

に
通
知

費
用
=
7
千
鵬
円
(
テ
キ
ス

卜
代
5
千
2
0
0円
、
実
習
賛
2
千
円
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
生
年

月
日
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
改
講
習
受

講
希
望
い
と
明
記

期
限
=
9
月
2
0日

必
着

※
複
数
ぶ
募
は
無
効

申
先
=

高
齢
福
祉
計
画
係

〒
1
2
0・8
5
6

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

場
・
問

先
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

(
障
)
心
身
障
害
者
医
療
助
成
制
度

該
髟
莨
芳
は
、申
請
に
よ
Q
塁
砂

証
を
発
行
し
ま
す
。

対
象
=
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:①
身
体
璋
害

者
手
帳
1
・
2
級
の
方
ま
た
は
3
級
の

ら虱
丙
部
機
能
障
害
(
心
臓
、
脣
臓
、

呼
吸
器
、
膀
胱
、
直
腸
、
小
腸
)
の
方

お
よ
び
愛
の
手
帳
1
・
―
度
の
方

②

所
得
が
基
羣
内
の
方
(
表
3
)

※
2
0

歳
未
満
の
方
は
健
康
保
険
の
被
保
険
者

・
世
帯
主
の
所
得
が
対
象
に
な
り
樂
T

③
健
簗
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

④

足
立
区
に
住
民
登
録
が
あ
忝
万

⑤
王

活
保
謾
を
受
け
て
い
な
い
方

⑤
公
費

に
よ
り
医
療
費
が
賄
わ
れ
て
い
る
施
設

に
入
所
し
て

い
な
い
方

助
成
内
容
=

訶
院
な
ど
で

受
診
む
た
と

き
に
窓
口
で

支
払
う
治
療

費
、
薬
代
、

入
院
食
事
代

の
自
己
負
担

額
の
全
額

嵳
艢
べ
ク
ド
代
、
オ
ム

ツ
代
、
文
書
料
な
ど
、
保
険
の
忝
か
な

い
も
の
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

問

先
H
医
療
助
成
係 表3　 所得基準表

※ 税の所得額の計算と多少異なります

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
1
0月
に
更
新
で
す

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
区
内
在
住
の
7
0

歳
以
上
の
方
に
交
付
す
る
足
期
券
(
高

齢
者
福
祉
手
当
受
給
者
お
よ
び
特
別
養

謖
孝
人
ホ
ー
ム
入
所
者
を
啄
く
)
で
都

バ
ス
・
都
電
・
都
営
地
下
鉄
と
都
内
の

民
営
パ
ス
に
乗
車
で
堂
ヂ

。
対
象
者

に
は
、す
で
に
申
請
用
の
往
復
(
ガ
キ

を
退
付
し
て
い
ま
す
。本
人
と
配
偶
者

の
1
0
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
有
料
か
無

料
か
啻
刊
定
し
ま
す
。
。U
I
の
シ
ル

バ
ー
パ
ス
は
次
の
と
お
旦
呑
じ
零
冤

□
無
料
の
パ
ス
券
(
表
4
の
基
準
以
下

の
方
)

返
信
用
(
ガ
キ
で
8
月
末
日
ま
で
に

申
請
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
9
月
末
日

ま
で
に
自
宅
へ
郵
送
し
豕
す
。
申
請
を

忘
れ
た
方
は
9
月
2
7ら
以
降
印
鑑
膏
持

つ
て
福
祉
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

□
有
料
の
パ
ス
券
(
表
4
の
基
準
を
超

え
る
方
)

返
信
用
(
ガ
キ
で
購
入
希
望
U
た
方

は
指
定
す
る
郵
便
局
で
匱
接
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。

費
用
=
2
万
5
1
0円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=高
齢
給
付
係

表4 シルバーパス所得制限基準 表( 10 年中の所得)

※ 本人の所得欄の( ) 内は、所得の種類が公的年金の場
合、収入金額( 公的年金等控除を行う前の収入額) が、
おおむねいくらであるかを示します
※ 配偶者の所得欄の( ) 内は、所得の種類が給与所得の
場合、収入金額( 給与所得控除を行う前の収入額) が、
おおむねいくらであるかを示します

介
護
保
険
Q
&

A
第13 回

事
業
者

と
の
契
約

Q
介
護
サ
ー
ピ
ス
を
利
用
す
る
人
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と

ど
の
よ
う
な
約
束
を
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
か
?

A
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
單
萇
遯

合
に
は
、
ま
ず
息
立
区
に
申
請
し

て
介
護
が
必
要
か
ご
7
か
、
ど
の
程
度

の
介
護
が
必
要
か
の
認
定
黔
4
a
ま
す
。

認
定
奮
叉
け
た
方
は
多
様
な
介
謾
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
、
例
え
ば
会
社
や
社
会

福
祉
法
人
、
医
原
機
関
な
ど
か
ら
自
分

に
合
つ
た
事
業
者
夲
選
ぴ
、
契
約
を
銛

ぷ
こ
と
に
な
り
豕
歹
。
契
約
を
結
ぷ
こ

と
ほ
あ
な
た
と
亊
業
者
の
間
で
、「
取
り

決
め
」
童
炙
と
と
を
意
味
し
豕
T
。

介
護
保
険
制
度
で
は
、
利
用
者
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
が
基
本
で
す
の
で

、

サ
ー
ビ
ス
や
事
業
者
は
利
用
者
が
皀
由

に
選
べ
ま
す
。で
す
か
ら
、契
約
を
貊
ぷ

と
さ
に
は
内
容
黔
瓜
く
理
解
し
、
納
得

の
い
く
選
択
夲
チ
る
こ
と
が
天
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
介
護
計
画
を
作
成
す

る
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
)
に
、
契
約
の
内
容
を
相
談
し
た

り
、
介
護
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

だ
さ
い
。

ま
た
、
契
約
時
に
は
事
業
者
が
あ
ら
。

か
じ
め
契
約
暼
を
用
意
し
て
い
祟
歹
の

で
、
口
頭
で
説
明
を
鷽
口
た
重
要
な
亊

項
な
ど
が
、
き
ち
ん
と
契
約
書
に
書
か

れ
て
い
る
か
目
夲
と
お
し
て
お
孝
ま
し

ょ
う
。

《
介
護
保
険
課
》

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

部
落
差
別
と
そ
の
他
の
差
別

私
た
ち
の
社
僉
に
は
、
残
念
な
こ
と

に
ま
だ
ま
だ
色
々
な
差
別
が
残
つ
て
い

ま
す
。
部
落
差
別
(
同
和
問
題
)
も
そ

の
一
つ
で
す
。
部
落
差
別
が
他
の
盖
別

と
異
な
っ
て
い
る
点
は
、
政
治
的
、
人

為
的
に
つ
く
叭
れ
た
身
分
差
別
で
あ
る

と
い
う
こ
と
と
、
こ
れ
が
日
本
固
有
の

差
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
」
か

し
、
基
本
的
人
檜
が
侵
害
さ
れ
る
と
い

う
点
で
は
、
ど
の
差
別
も
共
通
し
て
い

ま
す
。

部
落
差
別
は
、
江
戸
時
代
に
徳
川
幕

府
が
幕
膊
体
制
を
維
芭
炙
だ
め
に
。

「
士
・
晨
・
エ
・
戸

の
下
に
、
さ
ら

に
低
い
身
分
を
つ
く
つ
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
身
分
の
人
々
は
、
町
は

ず
れ
や
村
は
ず
れ
の
劣
煢
鑰
境
に
住

去

ぎ
れ
、
生
活
全
般
に
わ
た
息
厦

を
受
け
差
別
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

叨
治
4
年
に
解
放
令
が
出
さ
れ
、
こ
れ

で
最
下
層
と
し
て
の
身
分
は
な
く
な
り

奔
レ
た
。
レ
か
し
、
1
2
0年以
上
経
過
し

た
現
在
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
被
差

別
邵
落
(
同
和
地
区
)
の
人
々
に
対
す

る
差
別
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
9

弯
な
長
い
年
月
、
差
別
の
続

い
て
い
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
被
差

別
部
落
の
人
々
に
対
霍
(
遯
別
意
識
が
、

親
か
ら
手
、
子
か
ら
孫
へ
鷽
け
継
が
れ

て
霤
た
こ
と
が
あ
げ
β
梟
チ
。
誤
つ

た
差
別
意
歃
は
、
差
別
す
る
側
に
も
さ

れ
る
側
に
も
、
不
幸
し
か
、
も
た
ら
し

ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
衵
猖
ヘ

選挙 豆知 識

郵
便
投
票

「
身
体
が
不
自
由
な

方
の
た
め
に
」

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
投
票

所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

郵
便
に
よ
り
自
宅
で
投
票
で
青
る

制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
で
甼

を

書
ぐ
J
'
J
A
Jがで
き
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
対

象
=
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害
が
1

級
・
2

級
の
方
吏

ほ

心
臓
・
卜
兀

臓
・
厦
腸
・
小
腸
・
ぼ
う
y
ぢ
・
吽
疚

器
の
障
害
が
1
級
・
3
級
の
方
/
戦
傷

病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

申
込
卜
本

人
吏
ほ
代
理
の
方
が
、
身
体
障
害
者

手
帳
等
鷺
澀
面
理
委
員
会
事
務
局
へ

持
参
。
手
帳
の
内
容
を
確
認
後
、
申
請

書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
本
人
が

記
入
の
う
λ
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
後

日
、
郵
便
投
票
証
明
寤
を
発
行
し
ま
す
。

※
申
請
は
い
っ
で
も
で
空
手
か
、
証

明
書
発
行
ま
で
に
X
ヵ
月
く
ら
い
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
希
單
苳
男
は
、

お
早
め
に
ど
う
ぞ

申
・
問
先
=
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
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小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
(

ポ
リ
オ
)予
防
接
種

日
時
等
=
表
5

対
象
H
5
ヵ
月
～
7

歳
互
角
未
満
の
乳
幼
児
X
l

・
2

回
目
の
新
規
対
象
者
に
は
9
月
末
に
通
・

知
を
郵
送
し
乖
‘一。
新
規
対
象
者
以
外

で
今
回
接
種
す
欠
芳
で
予
診
票
を
£
持

ち
で
な
い
方
は
、
事
前
に
保
健
所
患
に

は
保
健
相
談
所
に
予
診
票
を
取
り
に
来

て
ぐ
だ
さ
い
。
接
種
当
吁
は
、
説
明
審

豪
よ
ぐ
読
ん
だ
弓
え
で
予
診
果
を
記
入

し
、
母
子
手
帳
、
售
罸
を
痔
つ
て
お

越
し
ぐ
だ
さ
い

問
先
=
保
健
所
・
保

健
相
談
所
(
表
6
)
ま
た
は
保
健
予
防

係

表5　 小児マヒ ポリ オ生ワクチン 接種日程

※ 受付時間は、いずれも午後1 時45分～2 時45分

表6　 保健所・保健相談所一覧

定
期
的
に
健
康
診
断
を

9
月
2
4日～
3
0日
は
結
核
予
防
週
間
で
す

結
核
の
早
期
発
見
に
は
、
健
康
診
断

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
各
保
健
所
・
保
健

相
談
所
で
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の

推
進
と
結
核
へ
の
関
心
と
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
ぐ
た
め
に
、
無
料
結
核
検
診
(

胸
部
X
線
)
を
行
い
ま
す
。
1
年
以
上

結
核
の
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
等
=
表
7

表7　 結核検診日( 無料) 日程

※ 申し込みは、当日直接会 場へ。 ただ
し10/ 28 は電話予約、先 着30人

動
物
愛
護
週
間
　
9月
2
0日～
2
6日

勍
物
愛
牋
週
聞
は
、
愛
護
と
適
正
な

飼
育
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
た
め
「
動
物
の
保
護
及
ぴ
管
理
に
闃

す
る
法
律
」
に
基
弓
い
て
設
け
ら
れ
た

も
の
'
に夛

。
こ
の
機
会
に
私
た
ち
の
身

近
に
い
る
勳
物
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

□
犬
に
は
正
し
い
し
つ
け
を

「
無
駄
畛
兄
を
」
な

い
」「
人
や
ほ
か
の

勳
物
を
攻
撃
レ
な
い
」
な
ど
、
人
間
社

会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
犬
を
し
つ
け
る
こ
と
の
大
切
な
目

的
で
す
。
あ
な
た
の
愛
犬
は
、
な
き
声

や
フ
ン
な
ど
で
ご
近
所
に
迷
怒
唹
か
け

て
い
ま
せ
ん
か
。

□
猫
の
飼
育
は
屋
内
で

交
通
事
贇
や
住
宅
事
情
を
考
え
る
と

都
会
で
猫
を
飼
う
場
合
に
は
、
屋
内
飼

育
す
る
こ
と
が
望
禀
し
い
と
い
え
ま
す
。

上
下
運
勣
が
で
き
る
空
問
、
專
用
の
ト

イ
レ
、
爪
砥
氣
芦
籌
室
内
に
用
意
す

る
こ
と
が
屋
内
飼
育
を
成
功
さ
せ
る
こ

つ
で
す
。

□「
動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

都
刄
諾
年
総
理
府
な
ど
ζ
と
も
に

昌
嘔
簡
に
「
勣
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」を
実
施
し
て
い
ネ
罵

日

時
=
9

月
2
5
日
出
、
午
前
1
1一
時
～
午
後
4

時
3
0
分
/
2
6
日
○
、
午
前
1
0
時
～

午

後
4

時

場
所
=
上
野
恩
賜
公
園

内

容
=
愛
犬
の
し
つ
け
教
室
/

盲
導
犬
・

聴
導
犬
の
屓
技
/

勣
物
な
ん
で
も
相
談

室
/

子
ど
も
広
場
な
ど

※
区
で
は

「
犬
の
し
つ
け
万
教
室
」
を
1
1月
7

曰
㈲

に
実
施
予
定
で
す
。
く
わ
し
く
は
あ
だ

ち
広
報
1
0
月
2
5
日
号
で

問
先
=
千
住

保
僵
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

調
理
体
験
教
室

こ
れ
か
ら

マ
マ
に
な
る
方
ヘ

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に

、

母
体
に
や
さ
し
い
料
理
冴
楽
し
み

な
が

ら
作
つ
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
=
1
0

月
1

日
窗
、
午
後
2

時
～
4

時

場
所
H

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

内
容
=
鉄
分
の

多
い
さ
わ
や
か
メ
ニ
ュ
ー
の
料
罌

簪

と
試
食

※
エ
プ
ロ
ン

、
三
角
巾
、
ふ

窄

气

筆
記
用
具
持
參

定
員
=
2
5
人

費
用
=
3
0
0円
(

材
料
費
)

申
込
日
電

話

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
栄
餐
指

導

　
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

小
児
呼
吸
器
病
(
ぜ
ん
息
)
相
談

ド
ク
タ
ー
小
田
嶋
が
答
え
る
Q
&
A

「
薬
は
飲
み
続
け
て
も
大
丈
夫
?

」「
発

作
の
と
瀲
ほ
ど
う
し
た
ら
い
い
の
?

」

な
ど
な
ど
、
ふ
だ
ん
疑
問
や
不
安
に
思

つ
て
い
る
こ
と
に
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
の

小
児
科
医
が
お
答
え
し
ま
す
。

日

時
=

▽
未
就
学
の
部
(
2

歳
～
入
学

前
)
:

狗

月
7

日

▽
小
学
生
の
部
=
・
1
0

月
2
8
E

※
い
ず
れ
も
木
曜
日

、
午

後
2
時
3
0分
～
4
時
3
0分

場
所
H
エ

ル
ーソ
フ
ィ
ア

対
象
=
小
児
ぜ
ん
息

の
保
護
者

内
容
=
講
演
と
相
談

講

師
=
小
田
嶋
安
平
氏
(
昭
和
大
学
訶
院

医
師
)

定
員
=
各
2
0人

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
公
害

補
償
係

講演会

痴
呆
(ち
ほ
う
)の

お
年
寄
り
と

う
ま
く
付
き
合
う
コ
ツ

痴
呆
(
ち
ほ
う
)
の
方
と
暮
ら
し
て

い
く
の
は
、
と
て
掣
(
変
で
す
ね
。
少

し
で
も
ご
家
族
が
楽
に
な
る
た
め
に
、

実
際
に
地
域
で
治
療
し
て
い
る
先
生
が

対
応
の
コ
ッ
を
お
話
し
し
嫐
T
。

日

時
=
9
月
2
1日
㈹
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

講
師
=
浮
文
宏
氏
(
梅

島
神
経
科
医
院
医
師
)

定
員
=
5
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
H
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

江
北
健
康
大
学

脳
の
若
さ
を
保
つ
た
め
に

「
自
分
が
輝
く
に
は
」

日
時
等
=
表
8

対
象
=
区
民

定
員
=

印
人

費
用
=
無
料

申
込
目
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表8　 江北健康大学日程( 4 日制)

※ 時間はいずれも午後1 時30分～3 時30分

東
和
保
健
相
談
所
の
講
演
会
・
教
室

□
高
齢
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か

日
時
日
9
月
3
0日
團
。
午
後
L
時
3
0分

～
3
時
3
0分

対
象
=
高
齢
者
の
家
族

の
方
、
高
齢
者
と
嬰
茗
機
会
の
あ
る

方

内
容
=
高
齡
者
の
心
の
病
「
ぼ

け
」
と
「
う
つ
」
の
畧
分
け
万
と
対
応

講
師
日
片
山
臑
仁
氏
(
成
仁
医
院
院

長
)

定
員
=
5
0人

□
食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)

「
知
っ
て
得
す
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

食
べ
過
芸
振
に
な
る
方
、
減
量
し

た
い
方
、
あ
な
た
に
あ
っ
た
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
9

月
2
9
E團
、
午
後
F
時
迴
7
3

時

3
0分
/
1
0月
6
β
團
、
午
前
1
0時
～
正

午

内
容
=
あ
な
た
に
あ
っ
た
食
べ
方

と
運
動
/
体
脂
肪
測
定

定
員
=
3
0人

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

中
央
本
町
保
健
相
談
所
の
講
演
会
・
講
座

□
食
生
活
講
演
会

「
手
軽
!

便
利
!

生
き
生
き
食
事
学

」

食
材
を
無
歇
な
ぐ
使
つ
て
健
康
ア
ッ

ブ
。
効
果
的
な
食
品
の
組
み
合
わ
せ
に

つ
い
て
学
び
ま
す

。

日
時
=
9

月
2
9

日
團

、
午
後
1

時
叨
分
～
3

時
叩
分

内
容
=
冷
凍
食
品
や
素
材
缶
の
上
乖
な

利
用
法
/
フ
ラ
イ
パ
ン
ひ

と
つ
で
で
き

る
簡
単
メ
ニ
ュ
ー

講
師
=
藤
井
仁
乃

氏
(
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)

定

員
=
4
0
人
(
先
贇
順
)

費
用
H
無
料

□
家
族
介
護
講
演
会

「
痴
呆
高
齢
者
の
理
解
と
家
族
の
関
り

方
に
つ
い
て

」

日
時
H
1
0
月
1

日
窗
、
午
後
2

時
～
4

時

対
象
=
痴
呆
症
の
お
年
寄
り
を
介

護
し
て
い
る
冢
族
お
よ
び
関
心
の
あ
る

方

講
師
=
今
井
幸
充
氏
(

聖
マ
リ
ア

ン
ナ
医
科
大
學
東
横
訶
院
医
師
)

定

員
=
3
0
人
(

先
着
順
)

費
用
=
無
料

□
と
こ
と
ん
学
ぶ
!

お
酒
と
か
ら

だ

(
2
日
制
)

「
お
酒
は
百
薬
の
芦

と
い
い
ま
す
が
、

飲
み
茎
ほ
肝
臓
訶
や
猥
尿
病
・
高
脂

血
症
な
ど
涯
屶
冠
こ
し
一一ヂ

。
お
酒

と
体
の
関
係
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
=
1
0月
6
日
團
、
午

後
1
時
蜀
分
A

時
(
採
血
は
2
時
ま

で
)
/
1
3日
團
、午
後
2
時
A

時

内

容
=
血
液
検
衰
と
講
義
/
検
査
結
果
の

説
叨

定
員
=
3
0人
(
先
軆
順
)

費

用
=
千
槇
円
(
血
液
検
査
料
金
)

□
講
演
会
「
結
核
と
は
何
か
!
?
」

あ
研
ほ
正
し
い
知
戮
を
持
っ
て
い

欒
7
か
。
予
防
や
早
期
馨
兄
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
日
時
=
1
0月
6
日
團
、
午

後
2
時
～
4
時

講
師
=
吉
森
浩
三
氏
(

複
十
字
訶
院
呼
吸
器
内
科
医
師
)

定

員
=
4
0人
(
先
譱
順
)

費
用
=
無
料

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央

本
町
保
健
相
談
所(

3
8
8
0
)
5
3
5
1

ワンポイント
健 康

術

【ちょっと一休み。心もからだもリラックス】

9 月。夏の疲れがでやすい時期ですね。「だるい」「すぐに疲れる」
という方は、もうすでに体調を崩しかけているかもしれません。

【疲 れ ・だる さ の原 因 は? 】

汗 鷽 かく とヽ)こ 郷に ビタβ 冫ノが聚 れ出 て, J 夲
の兩 で足 と〕な ベブなQ ますy ビ ダ ミ911j ‾が 木廸こ
すT芻 忝裔 琴 々キF句1モゼト が9 ぷ ね必 廴そ政 と
=き体内に瀦衂勇物 輙」ヵ愡 覿 劼; 岑奥J 1Z椒
れE な ど め 痙袂 を 舎だし ま玄こ

そうならないためには、特にビタミンを多く含んだものを取るよう
に心がけまし ょう。ビタミンは2 種類以上をー-緒に取ると吸収がスム
ーズに行われます。

□ ビタミンを多く含んだ食品 □ 夏 バテ 解 消食材
「し ょう が」‥・食 欲増 進 効果 。 新
陳代謝を 促進し 体を温める作用。

「サ バJ … 血 液凝 固を 抑 制し 、血
屐 循環 をよ くす る。

「み そJ ‥・消 化吸 収 に優 れ、 冷え
性 の解 消に も 効果的 。

【自 宅で でき る リラ ク ゼ ーショ ン 】

( 1) 目を硬く閉じる( 5秒程度)
→パッと目を開けリラックス

( 2)肩をギュッとす
ぼめ( 5 秒程度)
力を抜いてリラッ
クス

( 3) ひざを伸ばして
緊張させ( 10 秒程
度) 力を抜きリラ
ックス

( 4) 「複式呼吸」を
1 分間に4 ～5 回
程度、ゆっくりと
深呼吸

9 月は夏の疲れを上手にとって、スポーツの秋・食欲の秋に備えま
し ょう。 《体育課》

9月15日(祝) 敬老の日
65歳以上の方に
区内の銭湯を
無料開放

申 込= 当日、番台( フロント) で年齢
を告げてください( 証明書は不要)
問先= 保健管理課管理係

「
調
理
師
試
験
」願
書
配
布
中

試
験
日
=
1
1月
習
晶

願
書
配
布
場

所
=
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

願
書

受
付
=
一
般
は
1
0月
1
日
～
1
3日
ま
で

に
都
庁
へ
郵
送
。
団
体
は
1
0月
4
日
・
5

日
に
都
庁
へ
持
参

問
先
=
足
立
保

健
所
食
品
衛
生
係

(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(
直
通
)

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7
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21世紀
を担う 生涯学習総 合施設

が間もなく
完成します

12年7月のオープンに向けて、千住五丁目の荒川沿いに生涯学習
総合施設の建設か進んでいます。長年、地域の皆さんに愛された旧
千寿旭小学校が、区民の皆さんに親しまれる施設として生まれ変わ
ります。地上21階、高さ84m。7 階までが区の施設です。中には、
新中央図書館、生涯学習センタ一、教育研究所。そして放送大学東
京第三学習センタ一と、皆さんの学びの場か集まっています。
なお、B 階から巳1階までは都民住宅となります。

新
た
な
生
涯
学
習
社
会
の

展
開
を
め
ざ
し
て

区
で
は
、
雪

兄

に
と
っ
て
膠

刄
で

利
用
し
や
す
い
学
習
の
獅
こ
し
刄

ブ

ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
生
芸

ら

づ

く
り
に
重
点
を
お
い
た
学
習
E

畧

通

め
て

さ
豕
レ
飛

レ

か
し
、
无

尽
にヽ
問
『

高
齢
者
問

噸
や
I

の
ぷ
尼

、
幾

の

生

活
課
題
に
罌
贊

にだ

学
習
か
薐

匝
的
に

最

咢

も
こ
と
が
重
薺
に
な
っ
て

き
て

い
求
罵

そ
こ
で
、
生
涯
學
自
社
会
の
新
た
な

展
開
豈

叨

だ

め
に

、
2
1世
紀
に
お
け

る
区
の
生
涯
学
習
社
疂
づ
く
り
の
蹣
茆

凛

罟

曼

蔬

稾

鴇

崖

草

習

総
合

施
設
で
す
。

施
設
に
は
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
て
。
新
巾
央
図
胯
館
や
放
送

大
学
、
教
育
研
究
所
な
ど
の
各
施
設
が

設
苣
さ
れ
穿

歹
。
こ

皙

の
施
設
が
そ

れ
ぞ
れ
機
準

急

と
と
も
に
、
積
極
的

に
連
携
し
、
皆
袤

だ
の

学
習
活
動
を
支

援
し
て
い
4
ま

す
。

ま
た
、
学
習
煢
報
の
電
算
シ
ス
テ
ム

化
i

凶
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど

地
域
の

施
設
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
砠

ん

刄

誓

冗

の
身
近
蜑

屏

で
、
学
習

霜

の

倹
索
や
相
談
か
で
1

つ
に

な
吟
覃

歹
。

主
な

施

設

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

生
愬

画

鷽

磐
[
的
に
支
え
る
中
核

萬
駁
と
し
て

。
情
報

、
研
究

、
研
蟒
な

ど
の

セ
ン
タ
ー
機
咄
そ
も
つ
の
が

、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
す
。

亜
情
報
機
能

皆
豕
刄
の
求
め
に
応
じ
て
必
要
な
呀

報
膏
回
厦
に
提
供
で
羣
る
弓
に
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
痴
活
用
し
、学
習
機
会
、

学
莖
震
、阜
雨
動
グ
ル
ー
プ
な
ど

多
様
な
髑
報
を
収
集
・
蓄
積
し
て
忝
さ

ん
に
徊
似
し
ホ
y
。

ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
や
A
V

慘

孥

そ

る
况
、
視
聴
覚
教
材
の
作
成
や
指
導
者

養
成
講
座
受

竹
い

ゆ
管

。

画
研
究
機
能

生
涯
学
習
に
早

名

国
内
外
の
動
向

や
皆
穴
瓦

の
学
習

〒

ズ
な
ど
の
調
査

岑
ほ

じ
め
、
新
し
い

学
習
ニ
ー
ズ
に
y
」

な
x

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

方
法
の
開
発
な

ど
。
生
胚
学
習
に
関
す
る
総
合
的
な
研

究
官
聚

畄
チ

。

・

研
修
機
能

譽
{
兀

の
学
習
を
側
面
か
ら
支
援
し

た
り

、
団
体
や
グ
ル

ー
プ
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
の
冐
庚
-

研
修
を
行
い
、
庠
廡

学

習
推
進
の
た
め
哭

材
づ
く
ひ
奮
行
い

市
子

。

・

学
習
・

交
流
機
能

学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
や
研
修
嵎

柬
の

発
表
の
場

、
ま
た

、
ほ
か
の
施
設

と
の

交
流
活
動
の
場
で

す
。

内
容
n

研
修
室
(
―
至
)
、
大
研
修
蚕

、
多
目
的

研
修
室

、
パ
ソ
コ
ン
ル

ー
ム
(
2
室
)
、

ビ
デ
オ
・
録

音
編
集
ス
タ
ジ
オ

、
ビ
デ

オ
編
集
蚕
(
―
室
)
、
教
材
制

作
室

、
調

査
-

研
究
室

、
ワ
ー
ク
ル

ー
ム

ビ

ジ

タ

ー

セ
ン

タ

ー

足
立
区
面
積
の
約
1

割
を

占
め
る
荒

川
。
そ
こ
に
は
都
会
で

呀

武
れ

な
く

な
っ
た
貴
覃

な
動
植
物
を
ほ
じ
め
、
多

く
の
口
然
が
あ
り
豕
罵

ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
各
極
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

1

こ
こ
で
ほ
、
荒
川
の
様
々
な
嚮
報
を

パ
ネ
ル
や
画
像
な
ど
で
紹
介
し
、
解
説

呉
が
や
さ
し
く
説
卯
k
豕
y
。
ホ
逅
、

区
民
と
一
緒
に
よ
り
良
い
荒
川
を
つ
く

り
、
楽
し
く
型
孚
&
た
め
の
拠
点
と

な
り
汞
y
。

教
育
研
究
所

教
弯
研
究
所
は
、
主
に
教
職
員
研
修
、

叡
齊
に
関
寸
髫
I
調
焉
y
究
、
教
育

喞
報
の
収
奥
・
提
『

歓
育
相
加
な
ど

を
筴
施
し
て
い
圭
J

。
ふ
嶇

は
、
教
職

員
の
自
主
研
修
、
研
邪

苡

鄂

学
校
へ

の
実
践
的
な
支
援
活
動
を
一
周
強
め
て

〈断 面図 〉

〈 完 成 予 想 図 〉〈
建
物
の
概
要
〉

東
京
都
住
宅
供
給
公
朴
ど
の
合
築
に

よ
る
複
合
施
設
で
y
。

場
所
卜
千
住
五
丁
目
1
3
番
(

旧
千
寿
旭

小
学
校
跡
地
)

開
館
U
1
2
年
7

月
―

日
予
定

構
造
卜
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ

ー

ト
造
、
地
上
2
1
階
・
地
下
2

陪

施

般
区
分
卜
▽
区
施
設
-
:
地
上
1

階
I
フ

曙
・
地
下
1

階
、
1
万
8

千
寤

㎡
v

東
京
都

住
宅
供
給
公
社
…
地
上
8

階

～
2
1
陪
・
地
下
2

陪
、
1
万
3

千
挧
㎡

い
孝
豕
歹
。

・

生
涯
学
習
総
合
徊
釵
に
一
部
穣
能
を

移
転竹

の

雀
の
衙

施

設
か
ら
教
職
員
研

修
、
調
査
研
究
の
機
能
を
移
転
し
、
生

睚
学
習
セ
ン
タ
ー
や

新
中
央
図
書
館
、

さ
ら
に
は
放
送
大
学
東
京
第
三
学
習
セ

ン
タ
ー
の
も
つ
機
能
と
連
携
し
な
が
ら

、

教
育
施
策
の
一
体
的
な
袱
簪

ぷ

冐

ま

す

。施
設
面
や
機
能
面
な
ど

、
様
々
な
活

用
受
凶
る
こ
と
に
よ

っ
て

、「
足
立
の

教

腎
」の
総
合
的
な
搆
迦
両
日
的
と
し
て
。

事
業
を
旡
実
し
ま
す
。問
先
u
教
育

研
究
所

さ
(
3
8
8
)
8
8
1

・

教
育
相
談
事

業
は
既
仔
旆
謖
で
実
施

従
来
の

施
設
で
事
業
童
t

実
し
て
い

章
豕
す

。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

▽
敦
司
研
邪

心
教
t

相
談
室

魯
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

▽
教
育
相
談
綾
瀬
分
室
(

綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
内
)
a
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

▽
教
育
相
談
屁
浜
分
室
(
北

鹿
浜
小
学

校
内
)

魯
(
3
8
5
6
)

了
了
3
5

新
中
央

図
書
館

2
1丗
耙

に
向
け
て

、
常
に
区
民
の
身

近
に
あ
り

、
最

新
の
崎
報
面
唇

豫
と

し
て

、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
中
央
図

嗇
館
の
開
館
準
価
を
進
め
て
い
嫐
7

。

ゆ
っ
た
り
し
た
空
問
で
の
ご
利
用
や

読
書
相
談
、障
魯
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

大
規
男
笛
宸
な
ら
で
は
の
多
保
な
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
を
充
忠
U
て
い
膏
滾
子
。

中
央
図
害
館
が
と
の
ぶ
つ
に
牛
豕
れ
変

わ
忝
か
、
特
徴
的
な
も
9
箋
}
案
内
し

ホ
y
(
表
L
参
照
)
。

s
床
面
積
2
倍
強
、
蔵
書
規
模
1
0
0
万
冊
　

図
書
館
の

床
面
積
は
約
6

千
5
3
7㎡
。

こ
の
唾

呆

居
用
し
、
雪
'
ん

に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
資
料
の
収
集
や
機
能

彖
「
幅
に
拡
充
」
ま

す
。

ま

な
、
最
終
蔵
勝
規
模
は

网
万
冊
を

目
像
に
資
祭

光

実
奎

凶
り
苓
歹
。

・

視
聴
覚
サ
ー
ビ
ス
を
大
幅
拡
充

▽
区
内
全
凶
書
館
で
c
D

の
貸
し
出
し

音
楽
や
落
駟

な
ど
の
c
D

は
、
現
在

は
中
央
図
喬
館
窓
口
で
の
貸
し
出
し
・

返
却
で

で
か
、
1
2
年
7
月
か
ら
は
、
区

内
の
ど
の
図
書
館
で

も
予
約
、
貸
し
出

し
I

返
却
が
で
声
豕
チ

。

v
ビ
デー
y
-
プ
の
閲
覧
・
貸
し
出
し
　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
(
v
H
S
)
は
、新

た
に
教
育
用
を
提
眺
中
央
図
書
館
窓

凵
で
の
霖
に
}
出
し
こ
な
髦
手
。さ
ら

に
、ビ
デ
オ
専
用
席
で
視
濔
で
浙
l
t
。

※
区
広
報
ビ
デ
オ
「ル
ッ
ク
-
m
あ
だ

ち
」は
。徒
来
ど
お
り
全
図
蠏
館
で
貸

し
出
に
蔘
将
い
ネ
y

▽
電
子
心
四
書
・
情
報
の
閲
覧
席

図
冉
館
で
も
。従
来
か
ら
の
紙
媒
体

に
よ
る
資
料
に
加
え
。電
子
媒
体
に
よ

る
情
報
サ
ー
ビ
ス
か
急
速
に
普
及
し
て

い
ネ
y
。
こ
9
穹
な
時
代
変
化
の
要

冊
に
'
雇
ぺ
新
た
に
電
子
図
書
(
C

D
-
R
o
M
を
)
を
収
集
し
、
そ
の

闘
覧
席
膏
£
夕
y
階
お
よ
ぴ
児
童
コ

ー
ナ
ー
に
設
き
し
尽
罵

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
柔

凶
書
目
録
情
報
の
検
索
に

つ
い
て

曳

準
嫻
を
通

め
て
い
ホ
T

。

t
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
読
み
出
し
専

用
の
c
n
哂
丶

文
孑
、
弯
声
、映
拏
s
Q

か

記
鼕
{
れ
て
い
る
。
辞
只
類
、
1

り

図

貰

季
剱
癬
石
?
靤
琴
{
な
贊
蒭
の
コ
ン
パ

ー

～

亜
児
童
・
青
少
年
サ
ー
ビ
ス
拡
充

▽
児
童
コ
ト
ナ
ー
の
充
実

星
空
を
再
稈
に
}た
夢
の
菷
Q

お
I話
の

部
扈
蛋

獸
け
、
桧
本
の
読
み
聞
か
せ
や

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど
、
子
ど
も
岑
禾
の

世
界
に
愬
2
7

な
催
し
を
行
い
拿

歹
。

さ
ら
に
、
森
か
け
コ

ー
ナ
ー
で
は

、

子
ご
哭

笂

か

く
つ
ろ
い
で
絵
本
に

観

し
め
や

頁

鑰

礬

忝

凡
手

。

▽
ヤ
ン

グ
ア
ダ
ル
ト
コ

ー
ナ
ー
の
設
置
　

中
・
高
校
生
の
図
書
館
活
用
の
促
進

卮

凶
る
た
め

、
対
歌
資
料
を
コ
ー
ナ
ー

に
そ
う

羮

な

ど

、
ヤ
ン

グ
ア
ダ
ル
ト

サ
ー
ビ
ス
堂
垈

椚

乖

歹
。

s
高
齢
者
・

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
拡
充

▽
大
活
字
本
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

細
か
い
活
字
が
読
み
に
く
い
方
に
。

大
海
な
活

宇
の
図
胼
至

忌
r

ま

す
。

マ
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
素
?
、
独
立
し

た
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
!

奮
段
け
豕
罵

ホ
氾

、
口
の
不
自
由
硲
力
に
、
図
廝

の
朗
読
サ
ー
ビ
ス
や
録
音
-図
書
の
郵
送
n

し
出
圦

芦
棊
禿

実
冫

豕
y
。

4
レ
フ
″
レ
ン

ズ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

マ
読
一

相
駁
コ
ー
ナ
ー

多
種
多
様
な
賢
料
要
求
に
こ
な

ズ
笛

た
め

、
参
考
資
料
を
充
実
霏

夕

と

も

に

、図
聊
館
司
書
に
よ
る

詞
書
相
談
(
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
)

や
資
料
検
索
り
夕

无
妝

い
を
し

ま
す
。

・

そ
の
ほ
か

、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
充
実

▽
雑
誌
・
新
聞
の
種
類
が
大

幅
増

計
套
の
最
薪
情
報
を
甼
に
で
害

心
雑

誌
や
新
聞
の
櫻
穎
を

、
惴
蜀
源
と
し
て

現
在
よ
9

掣
(
晰
に
増
や
し
ま
す

。

▽
外
国
梧
図
書
の
充
実

多
忿
『

多
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が

で

膏
る

の
も
図
癆
館
で

す
。

普
段
忌

心
こ

と
か
少

な
い
外
国
の

母

国
語
で
諤
か
れ
た
資
料
を
で
霍

夕
だ
け

多
く
収
集
し

。
区
内
在
住
の
外
-国
天

や

興
味
の
菷

窰

苡
兀
に

提
供
し
求
す

。

▽
大
型

集
密
一

架
の
設
置

貴
璽
図
癆
や
調
査
研

究
資
料

な
ど
勍

広
ぺ

赫
薫
憲

賢
料
を
保
存
・
提
供
す

る
な
め

、
閉
架
蠧

霎

殷
荳

。
明
治
・

大
正
時
代
の
新
聞
縮
刷
版
な
ど
咎

の
り

ま
す

。

・

現
中
央
図
脣
扼
の
利
用
肝
画

坊
城
の
特
仏
あ

る
図
書
館
と
し
て

施

設
膏
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し

、
存
続
し
ボ
歹

。

-

い
ず
れ
や

卜

問
先
卜
中
火
図
臀
館

昔
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

表1　 新中央図書館

放
送
大
学

東
京

第

三

学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
単
と
は
、生
矼
学
祠
刄
礑
広

く
滌
り
(
だ
め
又
郤
耆
を
中
心
に
昭
和

6
0
年
に
開
筏
し
た
。テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
授
業
鷽
灯
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
正
規

の
大
学
工
j
。だ
れ
で
も
学
歴
を
問
わ

ず
胯
類
選
考
だ
け
で
入
学
が
可
能
で
7
。

学
乍
ほ
現
在
、全
曳
め
7
万
5
千
人
。

高
校
の
新
卒
煮
社
公
人
や
主
婦
な
ど
、

様
々
な
年
代
々
人
が
、教
餐
学
部
?

コ

ー
ス
(

牟
商

科
学

、
産
業
・
社
会

、

人
文
・

自
然
)
で

学
ん
で
い
ネ
歹

。
入

学
は
4

月
と
1
0
月
の

年
2
回
で
す

。

綾
瀬
か
ら
移
転
す
る

東
京
第
三
学
旧

セ
ン

タ
よ

ぼ

、
面

接
授
業
(

ス
ク
ー

リ
ン
グ
)

や

、
学
習
上
の
相
談
に
叡
員

が
直
接

荅
戞

亭

男

相
談

、
図
書
の
閲

呪
・
貸
し
出
し

、
見

逃
し
た
講
義
の

ビ

デ
オ
禹
視
聴
か
可
能

。
ま
た

、
サ
ー
ク

ル
活
動
私
屆

発
で

学
生
ど
う

し
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に
も
な
っ
て
い
崖
J

。

問
先
卜
放
送
大
学
東
京
第
三

学
習
セ
ン

タ
ー

登
(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

募集1 施設の愛称名

弖Ξ啀学習総合篦設は、皆さんの生涯学

僭を手勦けする施設です。
そこで、この施設にふさわしく、皆さ
んに親しみを持って呼んでいただける變

称名を募集します。
なお、採用者には記念品を畑呈します。

申込= ハガキに、①愛称名( 匐その理由
⑤住所、氏名 ⑩電話番号 ⑤職業C 学

校名、学年j を朋配 期限=10 月1 日必
魯 申・問先= 〒120- 8510 中央 本町1- 17- 1

生狸学習施設建設筌

-・1*3880 ―5111㈹

募 集2　レストラン経営者

レストランを7 階にオーブンし ます。

倉業を希望する方は。お問い合わせくだ
さい。
面積=341 ㎡( 食璽郎分… 204㎡。厨房等
… 137㎡) 期限=10 月1 日厳守 申込=

電話 申・問先= 生産学習施設建般寔
S3880 一5川 ㈹

生涯学習総合施設の
建設に関する
お問い合わせは

生涯学習施設建設室へ

3880- 5111 ㈹

「
学
び
の
秋
」

生
涯
学
習
を
始
め
ま
せ
ん
か

1
0月
・
1
1月
・
1
2月
は

生
涯
学
習
推
進
期
間
で
す

期
間
中
は
多
く
の
講
座
・
イ
ベ
ン
ト

奎
用
意
し

、
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
応

騨

旨

チ

。

・

何
か
胥
学
び
た
い
と
思
っ
た
ら

、
お

近
く
の

旃
誣

へ

▽
住
区
セ
ン
タ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
な
ど
・
:
様
々
な
教
室
・
講
座
を
実
施

》
小
・
中
学
校
二

部
で
地
壻
学
習
推

進
ス
ク
ー
ル
事
業
を
実
施

〉区
内
都
立
高
校
・
-
・
公
閧
講
麥
冫
届

ぞ
民
な
心
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
汞
ぎ

す
方
に
は
、放
掌
t
(
学
や
都
民
カ
レ
ッ

ジ
の
受
講
も
お
す
す
め
ぶ
J
(
た
だ
し
、

募
集
期
間
か
限
ら
れ
て
い
嵳
y
)

問
先
卜
生
涯
教
育
推
進
跋

S
(
3
8
8
)
5
1
1
1

㈹

住
み
よ
いま

ち
の
た
め
に

日
暮
里
・
舎
人
線

交
通
広
場
都
市
計
画
素
案
説
明
会

(
仮
称
)

見
沼
代
観
水
公
園
駅
に
お

り

尖

翕

広
場
の
計
回
素
寒
そ
作
成
し

ま
し
た

。
次
り

と
お
町
脱
明
会
を
閧
催

し

ま
す

。

日

時
日
9
月
2
9
日
團

、
午

後
7
時
～
8
時
3
0分

場
所
卜
合
人
セ

ン
タ
ー

問
先
卜
都
市
交
通
課
日
暮

里
・
舎
人
線
推
進

a
(
3
a
o
)
5
1
1
1

㈹

メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
　
環
七
に
地
下
鉄
を
!

8
月
3
0
E
、
「
讖
七
高
遠
鉄
道
(
メ
ト

ロ
セ
ブ
ン
)

促
進
S
羣
会
(
足

立
区
、

葛
飾
区
、
江
一
戸
川
区
で
構
呪
)
」と
「
エ

イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
促
襲
i

会
(

世
田
谷

な
y
y
a
区
で
構
成
)
」と
の
合
同
促
壟
(

会
が
聞
か
れ
ま
し
た

。
各
区
住
民
代
表

ら

約
千
聊
人
が
笋
加
し

、
環
状
鉄
道
の

早

朗
実
現
に
向
け
刄

共
に
力
か
呑
わ

せ

、
最
善
を
尽
く
霏

肓
岑

誓

♀
(
会

決
議
受

付
い
ま
し
た

。

そ
の
唆

、
関
係
9
区
長
が
運
輸
大
臣

を
肪
飛
2
3

区
周
辺
留

露
挈
憲

状
鉄

逧

が
、
珊
忌

羅

中
の
壥
輸
政
策
審
議

会
答
申
に
計
図

路
線
と
し
て
漣

り
込
ま

れ
る
ぷ
つ

、
強
く
要
膊
」湎

乙
た

。

問
先日
交通
計
画
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

建
築
・
緑
化
工
事
費
の
一
部
を
助
成

・

燃
え
な
い
建
物
の
建
築

「
災
害
に
強
い
ま

ち
つ

く
り
」
の

一

環
と
し
て

、
大
地
震
時
の
火
災
に
対
し

安
全
な

。避
難
路
」
や
「
延
焼
遮
断
帯
」

盒

騙

子

る
た
め

、
都
市
防
災
不
燃
化

促
進
受
罘
を
仔
つ
て
い
ま
す

。
こ
れ
は

、

。
定
の

萃
壟
に
合
つ
た
不
燃
建
築
物
を

建
刄
(
男

に
工
事
費
の

一
部
鷽

回
流
す

る
も
の
で
7

。
不
燃
化

促
惡

瑶

内
で

壟

彩

£
考

凡
の
万
は

、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い

。
な
お

、
助

成
巾
誚
手
続
き

は
翅
築
工

亭
料
羊
呶
で
に
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い

。

実
施
期
間
卜
▽
放
射
1
1号
線
地
区
(

荒

川
以
北
)
…
平
成
1
8
年
3
月
3
1
日
ま
で

▽
巾
央
木
町
・
梅
鳥
地
区
・
-・
平
成
1
3
年
3

月
3
1
月
ま
で

不
燃
化
促
進
区
域
卜

敢
射
1
1号
線
の
逎
路
の
両
側
か
ウ
郢
お

む
ね
3
0
m
以
内
の
區

罸

よ
び
中
火
本

町
と

梅
祕
の
一
部

。
く

わ
し
く
は

、
お

問
い
合
わ
廿
ぐ

だ
さ
い

塢
・
申
・
問

岑

陌

蛮
虱

づ

く
り
葆

昔
(
3
8
8
)
5
1
1
1

㈹

・

生
け

垣
づ
く
り

「
ま
ち
の
み

ど
り

づ
く
り

」
の
一

環

と
し
て
ぶ
雷
拓

な

ど
の
緑
化
工

亭
(
遼

路
に
面
し
た
部
分
)
に
助
虞
し
て
い
ま

す

。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
薦
旡

け
垣
に
し

た
い

方
や

、
緑
を
増
や
し
た
い
方
は

。

ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

場
・
申
-

問
先
日み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

さ
(
3
8
8
)
5
1
1
1

㈹

綾
瀬
川
の
水
質
調
査
を
し
ま
し
た

7
月
2
3日

、
綾
瀬
川
流
域
の
市
区
町

が
参
加
し

、
一
斉
に
綾
瀬
川
の
水
質
調

卉
を
実
施
し

ま
し
た

。こ

れ
は

、『
稜
瀬

川
湾
流
ル
ネ

″
サ
ン
ス
2
1地
域
協
議
会

(
1
4市
区
町

、
東
京
都

、
馬
玉
県

、
建

設
竹
で

碑
成
)
」の
活
動
の
一

環
と
し
て

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で

す

。
足
立
区

で
ほ

怩
大
の

参
加
者
が

。
鷲
宮
霈

、
内

圧
樢
で

川
の
汚
れ
を
調
鳶

敷
育
研
究

所
に
移
り

、
パ

ッ
ク
テ
ス
ト
」と
い
う

簡
易
テ
ス
ト
(

結
果
は
表
2
)

を
し
な

が
ら

、
な
ぜ
川
が
y
尢

な
に
汚
れ
て
い

る
か

、
き
れ
い
に
す
る
に
は
ご
つ
し
た

ら
よ

い
か

、
一
緒
に
考
え
ま
し
た

。

1
0年
度
の
硬
瀬
川
の
汚
れ
は
全
国
鷹

a
位
で
し
た
。暮
ら
し
の
中
で
の
ち
ょ

つ
と
し
た
工
夫
が
川
を
き
れ
い
に
し
ま

す
。こ
れ
か
5
1
w
瓦
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。問
先
卜
環
境
課
調

査
き
(
3
～
o
)
5
3
了
5

表2　 水質調査結果

※ 口卜 、DO 、COD は 、「 パッ ク テ
ス ト 」 を 便 う て 測 疋 し た 値

訪

問

足
立
税
務
署

・

身
近
な
と
こ
ろ
で

活
か
さ
れ
て
い
ま

す
牛
居
に
欠
か
せ
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

や

齋

荵

ど
に
儚
5

れ
て
い
る
税
金
。

そ
の

税
金
の
な
か
で

。
国
税
の
業
絋
娶

第
一

線
で
行
っ
て
い
る

税
務
署
の
ひ
と

つ
に

、
足
立
税
務
署
が
あ
口
汞

す
。

・

確
定
申
告
汲

利
用
す
れ
ば

自
営
業
哭
た
ち
は
曜
定
申
告
の
時

期
に
な
る
こ
税
務
菁
忝
莉
用
し
ま
す
か
、

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
万
に
も
愿
定
里
は
無
縁
で
は
あ
り

ま
せ
へ
た
と
茂
ぱ
、マ
イ
ホ
ー
ム
を

購
入
し
た
と
き
に
所
刄
税
が
軽
減
さ
れ

乙
咥
宅
取
辱
特
別
控
除
や
、
病
気
や
ヶ

が
な
ど
に
よ
息
瓸
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
y
荅
に
受
け
ら
れ
る
医
療
費
控
除

な
ど
は
、
確
定
申
告
倉
汀
う
'
左

で
税

金
Q

還
付
が
受
墮
R

輦
チ

。

・
ご
存
じ
で
す
か
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
　

税
金
の
y
み
は
岑
墨
客
そ
す
か
。

「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
(
電
話
に
よ
る

税
金
相
談
)
か
莉
用
ず
る

と

、
午
前
6

時
か
6

午
前
ひ
時
ま
で

税
金
の
質
問
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
迴

昆

で
回

答
し
て
く

れ
廖
罵

こ

れ
は
、
知
内
た

い
項
目
の

コ
ー
ド
番
号
(

専
用
コ

ー
ド
表
受

利
用

し
て
ぐ
だ
さ
い
)

を
指
定
す
れ
ば
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
哂
報
か
扱

倣
す
る
も
の
で

、

休
口
に
私
莉
用
で
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、

複
雑
な
相
談
な
ど
の
煬
合
に
は
、
足
立

税
務
署
に
参

芻
霧

耙

談
室
で
面
接
に

よ
る
狽

蒙

旻
け
付
け
て
い
廖
7

。

・

税
を
知
る
週
間

税
務
署
で
ほ

、
テ
レ
ビ
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
で

広
報
活
動
も
吁
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
毎
年
n
月
H

日

か
ら
の
「
税
を
知

る
週

間
」
に
向
け
て

。
中
学

丐

高
校

牛
が

ら
倪
に
関
寸
三
作

文
を
募
集
す
る

な
ど
、
次
の
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
税

を
知
っ
て
も
昏

冫
5
動
に
も
取
訟

刄

で
い
零
歹
。

問
先
日
足

立
税
務
署
(
千

住
旭
町
4
-
2
1
)

音
(
3
9
0
)
8
9
1
1

▲「税 務 相 談 室 」 で は 税 の ベ テ ラン が

応対します

学

校
ア

ル

バ

ム

関原小学校
関原3- 38- 3

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
重
の
精
神
を
尽
禾

と
し

、
未

来
に
生
き
る
力

を
備
え
。
知
・
徳
・

体
・

棡
儼

の
関
和
り

こ
れ
た
心
身
と

も

に
健
康
で
。
人
間
性
裝
か
な
泌
璽
の
育

成
夸
刄
{
于

。
そ
の
た
め
、
以
下
の
具

体
息

覃

吸

定
す
る
。

・
心

身
と
も
に
健
康
な
子
ど
虱
蔘
脣
て

る
(
け

な

跛
な

子
)

・
倩
操
豊
か
で
、
人
を
t
(
切
に
す
怎
甼

茫
萱
¥
に
器
(
助
以
り
孚
)

・
よ

く
考

气

進
ん
で
学
ぶ
子
が

莓

育
て
る
(

よ
く
考
戞

李
)

【
沿

革
】

▽
昭
和
5
年
t
月
本
木
尋
常
高
等
小

学
校
分
教
場
と
し
て
設
置

▽
昭
和
7

年
4
月

関
原
尋
常
小
学
螟
と
し
て
分

騅
闘
校
v

昭
和
9
年
9
月

本
杰

。一

丁
目
に
分
佼
新
設

〉昭
和
1
6年
4
月

関
原
国
民
学
蟐
£
茗

フ
昭
和
2
2年
4

月

関
原
小
学
螟
冫
な
る

∇
昭
和
5
0

年
4
月

校
舎
増
築
に
よ
り
分
校
を

閉
鎖
v

平
成
4
年
n
月

創
立
6
0周

年
記
念

〉
平
成
U
了
月
末
現
在

卒
第
缶
総
数
廴
万
1
千
自
人
▽
平
成

n
年
&
月
現
在
昔
通
1
7
学
級
・
心
障

2
学
級
、
児
誓
陥
人

【
吉
田
貞
一
校
長
か
ら
】

「
双
子
三
代
関
原
小
学
校
で
す
」
地

元
の
方
が
儕
か
し
そ
う
に
分
校
か
ら
蓚

觝
さ
れ
た
桜
や
真
木
の
豕
奮
乍
ぼ
て

い
ま
す
。関
原
宿

に
愛
忝
豆
″
つ
地

域
の
方
や
卒
栗
生
か
気
ポ之
に
遊
び
に

来
る
、地
敏
に
根
ざ
し
た
学
筏
で
冢

第七中学校
関原3- 32- 14

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
笵
の
柵
神
を
基
-調
と
し
、
心

身
と

も
に
健
康
で
、
口
ら
延
ん
で
李
ぶ

自
己
教
弯
力

息

哭

た
生
徒
の
黔
虞
を

原

子

。

・
蓼

か
で
学
夭

-
心
易
を
最
え
弔

人

-
思
い
や
り
の
菷
?
(

【
沿
革
】

▽
昭
和
2
2
年
5
月

第
七

中
学
校
と
し

て
関
原
小
学
校
分
校
仮
校
舎
に
開
校

▽
昭
和
2
8
年
4
月

心
障
学
級
設
き

▽
昭
和
3
3
年
n
月

放
送
教
育
全
国
入

会
に
お
い
て

特
殊
教
育
研

究
発
表

▽

昭
和
匍
年
川
月

区
立
中

学
校
照

夫

会
に
3

年
壥

続
僖
窗

▽
昭
和
4
2
年
7

月

全
国
放
漾

罘

莪
技
大
会
2

千
m

競
走
で

第
3
・
7

・
刪
位
に
入
貫

マ

昭
和
4
2
年
!
2月

東
京
都
中
学
校
駅
伝

大
会
に
5
年
迎
続
優
哂

▽
平
成
9
早
1
1

月

創
立
5
0
周
年
記
念
v

平
成
H

年
3

月
末
現
在

卒
業
蚩

霰
1

万
1

千
1
9
9人

▽
平
既
U

百

月
現
在

警

通
6

学
級
・
心
障
2

学
級
。牛
狂

歌
胡
人

【
神
谷
健
雄
校
長
か
ら
】

夏
休
み
。
生
涯

会
主
催
に
て
否

プ
ン

テ
ィ
ア

体
験
活
勣
麌

仞
め
て
実
碑

予

枴
参
ほ

ゑ

だ

上
回
る
応
募
者
が
あ

り

ま
し
た
。
牛
徒

の
未

知
へ
の
則
待
と
豊

か
き
へ
の
嶇

奪

嫣
ぐ
思
じ
る
ぐ
冫
も

に
、
無
限
の
可
能
攸
蒭
屁

め
た
「
罕
と

も
た
ち
」
に
感
謝
r
淤
チ

。
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く
ら
し

の
情
報

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・

問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
・
税
・
年
金

納
税
の
相
談
は

お
早
め
に

1
1祉
度
第
2
期
の
特
別
区
民
税
・
都

民
税
の
納
期
限
が
塰
篆

」た
。
納
期

限
後
は
、
高
率
(
年
率
1
4・
6
%
)
の

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

納
付
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
差
し
押
さ

え
な
ど
の
処
分
を
鷽
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
忝
尽
い

場
合
や
、
そ
の
ほ
か
不
叨
な
点
が
あ
る

と
胥ほ
お
旱
め
に
ヽ
箱

談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
第
一
・
第
二
係

保
険
証
の
再
交
付

国
民
健
簗
保
険
証
を
紛
失

、
汚
損
し

た
と
き
は

再
交
付
し
ま
す

。

手
続

き
=
住
所
、
氏
名
を
磴
認
で
き
る
も
の
(

保
険
料
の
烱
収
書
な
ど
)
を
痔

参

交

昊

井

檀

湛

口
で
の
場
合
a

、

顔
写
真
貼
付
で
住
所

、
氏
名
が
確
認
で

夸

鼠
)
の
(

運
転
免
許
証
な
ど
官
公
署

発
行
で
特
殊
加
エ
の
も
の
)

を
持
参

。

本
人
確
認
の
う
え
お
渡
し
し
ま
す
(

同

一
世
帯
の
方
の
甲
臍
も
可
)

▽
保
険
証
郵
送
の
前
に
受
診
レ

た
い
と

き
・
:「
資
格
取
得
証
叨
書
」
を
発
行
(
医

療
機
関
に
提
出
す
忝
ら

笠

区
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
お
よ
び
柔
道
接
骨
師
会
の

協
力
に
よ
り
、
保
険
診
療
が
可
能
。
加

入
者
ま
た
は
同
一
世
帯
の

方
の
申
誚
に

限
り
発
行
)

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
課

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課

資
格
賦
課
係

も
う
1
枚
の
保
険
証

(
学
)
・
(
遠
)
の
保
険
証

家
族
の
一
部
が
住
ま
い
を
飃
れ
る
場

合
、
国
民
健
康
保
険
証
を
家
簒
と
わ
け

て
別
に
お
渡
」
チ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
(
学
)
(
学
生
用
)
の
保
険
証
…
お
罕
き

ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て
就
学
す
る

と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の
委
簀
な

ど
棊
湲
助
し
て
い
る
場
合

▽
澡
(
還
隔
地
用
)
の
保
険
証
…
家
族

が
旅
行
・
出
張
な
ど
で
L
ヵ
月
以
上
、2
3

区
外
に
離
れ
る
と
き
や
、
足
立
区
外

の
施
設
に
入
所
す
る
場
合

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

申
・
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資

格
賦
課
係該

当
し
て
い
ま
せ
ん
か
?

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て

、

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
と
、
病

鄂
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
衵
亟
が
表
1

の
と
耆
晏
く
な
2

ヂ

。
※
淆
医
療

証
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
該
当
す
る

場
合
は
、一冐
括
え
の
手
靨
筌

対

象
=
①
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す

る
厚
生
年
金
、
共
済
年
兪
な
ど
(
国
民

年

金

は

除

く
)

奮
父
給

し
て
い
る
7
0

歳
未
満
の
方

で

、
年
金
加

入
期
間
が
2
0

一
年
以
上
ま
た

は
4
0
歳
以
降
1
0

年
以
冫
の

り
そ
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

②

「
①
」と
同
様
に
加
入
し
受
紿
権
は
あ
る

が
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
選
択
し
受
給

し
て
い
る
方

③
「
①
」「
②
」の
扶
養

家
族
の
方

※
①
②
冫
と
も
老
人
保
健

法
該
当
者
は
除
く

申
込
=
年
金
証
鬢
(

老
齢
・
退
職
年
金
の
証
書
で
被
保
険

者
期
間
の
記
載
が
あ
る
も
の
)
/
国
民

健
康
保
険
証
を
忿
口
に
持
参

※
年
金

証
書
が
届
い
て
か
ら
、1
4日
以
内
に
手

耨
き
を

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
国
民
健

康
保
険
課
資
格
賦
課
係

表1　 自己負担 の割合

※ 保険料は変わりません

会
社
員
や
公
務
員
の

配
偶
者
の
方
ヘ

厚
生
年
淞
な
ど
の
加
入
者
に
扶
養
さ

れ
て
ぃ
る
配
偶
者
の
方
で
、
表
2
に
該

当
す
る
方
は
区
民
事
務
所
麦
ほ
国
民

年
金
課
で
手
綉
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
国
民
年
金
課
適
用
係

表2　 届け出確認表

※ 第3 号被保険者の該当期間は、保険料を納付する必要はありません

消
費
者
講
座
受
講
生
募
集

□
利
用
者
か
ら
見
た
介
護
保
険

日
時
=
9
月
2
9日
團
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

対

象
=
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

講
師
=
五
木
田
時
子
氏
(
消
費
生
活
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
)

定
員
=
5
0人
(
先

善
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

米
穀
小
売
業
登
録
(
1
2

月
1
日
登
録
)
の
受
け
付
け

申
請
期
間
=
9
月
1
6日
團
～
1
0月
2
9日

窗
(
土
・
日
・
祝
日
岑
啄
く
)

書
類
配

付
場
所
・
問
先
=
都
・
生
活
文
化
局
米

穀係

　
(
5
3
8
8
)
3
0
8
3

区・
消費者セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

便利で安心な
口座振替を!

特 別 区 民 税

都民税
国民健康保険料
国民年金保険料

申
込
=
窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
。

通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
痔

参

申
先
=
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
ま

た
は
区
棍
愚
口
、
区
民
事
務
所

問
先
=
▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
…

納
税
課
整
理
係

▽
国
民
健
康
保
険

料
・
:国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国
民
年
金
保
険
料
・
:国
民
年
金
課

保
険
料
係

区
議
会
第
3
回
定
例
会
日
程

区
議
会
第
1
回
定
例
会
が
表
3
の
と

お
り
開
会
さ
れ
聿
す
。
本
会
議
お
よ
び

委
員
会
は
公
閧
し
て
い
ま
す
。

□
傍
聴
券
の
交
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

今
定
例
会
か
ら
整
理
惷
蒿
帛
し
た

抽
選
方
式
と
な
り
ま
す
。
整
理
劵
発
行

は
区
議
会
事
務
局
で
、
開
会
予
定
時
刻
1

時
間
前
か
ら
行
い
、
抽
選
は
開
会
予

定
時
刻
3
0分
前
に
開
始
し
ま
す
。
抽
選

の
結
果
、
当
選
者
が
不
在
の
場
合
は
無

効
と
彁
リ
、
定
員
に
達
す
る
ま
で
抽
選

を
行
い
ま
す
。
ま
た
整
理
眷
交
付
者
が

定
員
に
達
し
な
い
場
艮
于
べ
て
肖
選

と
し
ま
す
。
く
わ
し
ぐ
は
区
議
会
だ
よ

り
1
7
4号(
8
月
9
日
発
行
)
を
ご
覧
ぐ

だ
さ
い
。

問
先
=
区
議
会
事
務
局

表3　 第3 回定例会日程

教

育

外
国
人
学
校
の
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
国
人
学
校
に
外
国
籍
を
有
す
る
児

童
・
牛
徒

奮
堰
学
さ
せ
て
い
る
保
護
者

の
方
へ

、
学
贊
の
負
粐
i

一
減
す
三
だ

め
の
補
助
金
(
1
1
年
度
前
期
4

月
～
9

月
)

を
支
給
し
ま
す

。

申
請
=
▽
区

内
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
外
国
籍

を
有
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
謾
者
・
:
学

校
か
ら
の
指
示
に
従
つ
て
手
曉
き
を

▽
区
外
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
外

国
籍
岑
肴
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
謾
者

・・・
総
務
課
私
学
振
興
に
ご
連
絡
を

※

在
籍
証
明
書
(
区
・
所
定
の
も
の
)
、
保

謾
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除

く
)
、印
鑑
が
必
要
で
す

申
・
問
先
=

総
務
課
私
学
振
興

心
身
障
害

教
育
懇
談
会

区
立
小
・
中
学
校
の
心
身
障
害
凖
嶽

で
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
石
の
個
々
の

能
力
・
特
糞
戸
蚤
埋
学
た
め
の
指

導
を
行
つ
て
い
ま
す
。
扈
学
に
あ
た
り

心
配
や
悩
み
の
あ
る
方
は
ご
參
加
衆

日
時
=
9
月
3
0日
團
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
教
育
研
究
所

※
保
育
室

あ
り

問
先
=
学
務
課
心
身
障
害
就
学

掲
示
板

□
父
母
の
会
バ
ザ
ー

日
時
=
9

月
2
6

日
旧

、
午
前
一
…一
時
～
午
後
2

時

塲
所
=

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

※
品
物
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す

問
先
=
足
立
区

肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会

(
3
8
8
3
)
1
1
1
2

□
は
り
・
き
ゅ
う
無
料
奉
仕
施
療

日

時
=
9

月
1
5
日
㈲
、
午
前
9

時
～
午
後
3

時

場
所
=
老
人
会
館

対
象
=
区

内
在
住
の
6
0
歳
以
上
の
方

内
容
=
は

り
・
き
ゅ
う
施
擘
ぐ
東
洋
医
学
の
無
料

相
談

定
員
=
1
0
0人
(

先
售
順
)

問

先
晶

葉

亰
都
鍼
・
灸
師
会

天
野

　
(
3
8
8
1
)
8
2
5
1

□
第
2
6
回
区
民
健
康
祭
り
日
時
=
9

月
1
8
日

出
、
午
後
1

時
～
4

時

場

所
=
西
新
井
区

民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

内

容
=
健
康
相
談

、
検
診

、
体
力
測
定

、

介
護
保
険
相
談
ほ
か

費
用
=
無
料

問
先
=
足
立
区
医
師
会

(
3
8
8
1
)
9
8
6
1

□
野
菜
天
国
・
果
物
王
国
ま
つ
り
9
9

日
時
=
9

月
1
9
日
屈
、
午
前
1
0
時
～
午

後
2

時

※
雨
天
決
行

場
所
=
北
足

立
市
場

内
容
=
野
菜
・
果
物
・
花
き

等
の
販
売
ほ
か

問
先
=
東
京
都
青
果

物
商
業
協
同
組
合
北
足
立
幺
酊

(
3
8
5
7
)
7
2
7
1

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級

課
程
)
受
講
生
募
集

①
日
程
=
1
0月
4

日
～
1
1月
3
0日
(
予
定
)

定
員
=
5
0

人

申
・
問
先
=
医
療
法
人
福
寿
会

　
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

②
日
程
=
1
0月
4
日
～
1
2月
2
4日

定

員
=
4
0人
(
先
譱
順
)

申
・
問
先
=

束
京
高
齢
協
足
立
地
域
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
0
4
5
7

□
(
民
設
)
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く

ら
職
員
採
用
説
明
会

日
程
=
1
1月
6

日
出

対
象
=
4
5歳
ま
で
の
方

職
種
=

生
活
相
談
員
・
介
謾
職
員
・
看
護
婦

定
員
=
若
干
名

※
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
を

申
・
問
先
=
社
会
福
祉

法
人
足
立
邦
栄
会

※
火
・
金
の
み

　
(
5
6
9
1
)
7
1
5
0

□
換
地
計
画
を
縦
覧
し
ま
す

縦
覧
期

間
=
9

月
2
0
日
側
～
1
0
月
3
日
旧
(

土
・
日
・
祝
実
施
)
、
午
前
9
時
3
0分

～
午
後
4
時

縦
覧
場
所
=
江
北
北
部

土
地
区
回
整
理
組
合
事
務
所

(
3
8
9
7
)
2
2
3
1

□
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
政
策
提
言
募
集

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
た

め
叔
策
提
言
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

案
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
=
h
t
t
p
:
/
/
s
a
n
g
y
o
.
i
r
i
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

問
先
=

都
・
労
働
経
済
局
産
業
政
策
室

(
5
3
2
0
)
4
6
6
6

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ
。

=
開

催
=

V
9
月
2
6日
剛

ル
ミ
ネ
北
千
住
屋
上

午
前
1
0時
～
午
後
4
時

※
雨
天
の
場

合
1
0月
3
日
皿
/
1
6
0区固
/
ル
ミ
ネ
北

千
住
営
業
部

(
3
8
8
8
)
7
5
5
2

=
出
店
者
募
集
=

▼
①
9
月
1
5日
吩

六
木
中
央
公
園
5
0

区
圃

②
9
月
1
8日
倒
・
1
9日
邱

東
栗
原
団
地
前
公
園

各
1
0
0
区
画

③
9

月
1
9日
同

諏
訪
木
西
公
園
1
0
0区

画

④
9
月
2
3日
吩

神
明
東
町
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
広
場
1
0
0区
画

―
―
い
ず
れ
も
―
―

午
前
1
0時
～
午
彎

蒔

※
雨
天
中
止
(

③
の
み
I
月
2
6日
旦
/

出
店
料
2
千

円

※
①
③
は
5
0
0
～
2
千
円
/
電
話
/

大
島

　
(
3
8
8
0
)
8
2
2
2

▼
9
月
1
9日
剛

八
百
免
公
園

午
前
1
0

時
～
午
後
1
時
3
0分

嶌
臾
の
場

合
9
月
2
6日
囲
/
3
0区
圃
/
出
店
料
千

円
/
電
話
/
小
山

0
7
0
(
5
0
8
7
)
8
9
6
4

▼
1
0月
1
0日
吩

都
立
舎
人
公
園

午

前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天
の
場
合
1
0

月
1
1日
囲
/
7
0区
画
/
出
習
料
2
千

円
/
電
話
/
高
橋(

3
8
4
0
)
2
1
9
0
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生
活

環

境

新
築
等
さ
れ
る
方
は

届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
内
で
、

建
物
を
新
築
・
増
改
築
な
ど
で
出
入
り

口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
釿
た
に
住
居

番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い

と
正
し
い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、

住
民
票
の
異
勦
な
ど
の
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
。
棟
卜
ぽ
・
基
礎
工
事
が
終
了

し
た
ら
、
案
内
図
と
配
置
図
(
建
築
確

認
書
一
式
の
中
に
あ
り
ま
す
)
を
ご
用

意
の
う
兄
届
け
出
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
建
物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
ア

パ
ー
ト
な
ど
名
称
が
変
わ
っ
た
扼
-
も

届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
先
H
戸
籍

住
民
課
管
理
係

防
災
協
力
井
戸
の

登
録
を

災
害
時
の
生
活
用
水
確
保
の
た
め

、

陌

縊

力
井
戸
蠧

躱

氈

翁

い
し
て

い
ま
す
。
災
害
の

と
き
に
近
隣
住
民
の

方
へ
生
活
用
水
を
鳧

供
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で

、
登
録
し
た
井
戸
は

、

区
・
衛
生
試
験
所
が
年
―
回
水
質
検
査

を
行
い
ホ
罵

井
戸
を
お
持
ち
の
方
は

、

登
録
を
お
願
い
し
毒
歹
。

※
今
年
度

の
水
質
検
査
は
9

月
1
6
日
・
2
0日
・
2
7

日
・
2
9日
・
1
0月
4

日
・
5
日
・
7
曰
・
1
4

日
の
予
定

問
先
=
災
害
対
策
係

新
田
地
区

地
区
計
画
原
案
説
明
会

日
時
=
9
月
3
0日
團
、
午
後
7
時

場

所
川
新
田
小
学
校

区
域
H
新
田
二
・

三
丁
目
各
地
内

※
自
勣
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
先
=
都
市
整

備
係

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

表
4
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
亊
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
H
都
・
下
水
道

局
北
部
第
二
管
理
事
務
所
業
務
課

(
5
6
9
7
)
2
4
5
2

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
計
画
調
整
課
助

成
係

表4　 水洗化可能地域

生
ご
み
処
理
機
の

購
入
に
助
成

(
9
月
募
集
分
)

対
象
H
区
内
在
住
で
1
年
以
内
に
助
成

を
受
け
て
い
な
い
方

助
成
内
容
=
生

ご
み
処
理
機
(
ま
た
は
容
器
)
購
入
価

格
の
1
/
2

※
上
限
は
1
万
円
、1

世
帯
1
台

台
数
H
1
0台

申
込
H
(

ガ
キ
に

「
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助

金
申
請
」
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

電
話
番
号
、
購
入
予
定
機
種
お
よ
び
メ

ー
カ
ー
名
、
購
入
予
定
価
格
を
明
記

※
な
る
べ
く
購
入
前
に
申
請
を

期

限
=
9

月
3
0
日

申
・
問
先
=
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央

本
町
1
1
1
7
1
1

A- Fest a' 99
通 信

10 月 9 日( 土) l 0 日( 日)

プログラムを9 月中旬から最寄りの区
の施設で配布します。
□ A- Fest a' 99 展示会
日時=10 月4 日(月卜8 日應 場所= 区役

所1 階ロビー 内容= チャップン美術館、
昨年度の足跡、イペント ・記念グッズ紹
介ほか 問先= 区民まつり委員会事務局(
地域r 興課育嵎係内)
□ フリーマーケット出店者募集
日時= ▽ 10月9 日出、午前n 時～午後3

時 ▽ 10月10日(日)、午前10時 ～午後3 時
※ 雨天中 止 場所= 荒川河川敷「虹の広

場」 対象= 区内在住・在勤の方( 18 歳
以下の方や出店物品の販売を事業および
副業としている方は不可)
区画= 各日100区回( 抽選) / 1t t ! : 帯1 区

回・1 日のみ( 3mx3m 程度) ※ 飲
食物、薬品、ペット、品質保証のできな
いものなどは販売できません 出店料=

無料 申込= 往復ハガキに希望日、郵便
番号、住所、氏名、年齢、電話番号、主
な出品物を明記 期限=9 月20日消印有
効 申・問先= リ サイクル推 進誄 〒120- 8510

中央本町1- 17- 1

開
業
を
計
画
し
て
い
る
方
ヘ

あ
っ
せ
ん
融
資
の
利
用
対
象
が
広
が
り
ま
し
た

対
象
川
区
内
に
1
年
以
上
住
所
を
有
す

る
方
(
法
人
の
場
合
は
代
表
者
)
/
閧
業

に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
有
し
区
内
で

開
業
を
計
回
し
て
い
る
ま
た
は
閧
業
1

年
未
満
の
方
/
区
民
税
な
ど
否
滯
納
し

て
い
な
い
方
/
区
が
適
当
と
認
め
た
開

業
す
る
た
め
の
亊
業
計
画
を
有
す
る
万

※
原
則
と
し
て
連
帯
保
証
人
が
必
要
で

す
。
求
た
区
の
葭
工
相
談
員
の
「
開
業

相
談
」
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
お
間
い
合
わ
せ
を

申
・
問

先
H
産
業
振
興
課
融
資
係

催
し
物
ガ
イ
ド

山
ノ
内
町
ふ
れ
あ
い

交
流
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

友
好
都
市
・
山
ノ
内
町
を
訪
れ
、
交

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
1
0月
1
3

日
伽
～
1
4日
團

対
象
日
区
内
在
住

ま
た
は
在
勤
の
独
身
成
人
女
性

内

容
=
ふ
れ
あ
い
お
見
合
い
交
流
会
、
町

内
観
光
(
紅
葉
狩
り
)
ほ
か

定
員
=
1
5

人
(
先
箝
順
)

費
用
=
無
料

※

往
復
交
通
費
の
み
参
加
者
負
担

申
込

=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
叨
記

期

限
H
9
月
2
4日
必
着

申
先
=
山
ノ
内

町
社
会
福
祉
協
議
会

〒
矧
・
0
4
0
1

山
ノ
内
町
大
字
平
穏
3
3
5
2
1
1

問
先
=
山
ノ
内
町
総
務
課
都
市
提
携
係

　
0
2
6
9
(
3
3
)
3
1
1
1

㈹

区
・
都
市
提
携
係

水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち
リ
バ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
目
1
0月
1
2
日
㈹
、
午
前
一
…一
時
～
午

後
2

時
(

予
定
)

場
所
=
千
住
曙
町

船
篁
T

吾
妻
橋
(

隅
田
川
)

～
両
国

～
勝
ど
唇

橋
～
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ

～
青
海
桟
棍
上
陸
(

青
酊
公
園
・
テ
レ

コ
ム
セ
ン
タ
ー
自
由
見
学
)

～
勝
ど
き

慟
～
千
住
曙
町
船
着
場
(

水
上
バ
ス
利

用
)

対
象
H
観
光
協
会
会
員
と
冢
雋

お
よ
び
区
内
在
住
の
方

定
員
=
5
4
人

程
度
(

抽
選
)

費
用
日
マ
観
光
協
会

会
員
・
:
3
千
円

▽
会
員
家
族
・・・
3
千
5
0
0

円

Σ

般
・
:
4
千
円
(
い
ず
れ

も

昼
食
付
き

、
当
日
現
地
で
支
払
い
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
会

員
・
会
員
家
族
・
一
般
の
別
、「W
U

バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
希
芦

と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
叉

ま
で
。
返
信
(

ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を

必
ず
記
入
。
埀
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
H
9
月
2
4囗
消
印
有
効

申
・
問

先
=
観
光
協
会
亊
務
局
(
産
業
振
興
課

内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

足
立
清
掃
工
場

個
人
見
学
会

日
時
=
9
月
2
5曰
山
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の

方

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

費
用
川

無
料

申
込
=
(
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
郵
便
番
号
を
叨
記

期
限
=

9
月
1
7曰
消
印
有
効

場
・
申
・
問

先
=
足
立
灣
掃
工
場
技
術
係

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木
閧
4
-
7
-

―

(
3
8
5
9
)
4
4
了
5

砌
(
3
8
5
8
)
5
1
0
6

問
先
=
区
・
移
眥
準
備
縊

鰥

快
適
生
活
宣
言
!

I
N
足
立

日
時
=
9
月
1
3囗
側
～
1
5日
啝
、
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時

※
1
3日
は
午
後
1

時
～
5
時

塲
所
H
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル
ほ
か

内
容
H
▽
展
示
コ
ー
ナ
ー
…

車
椅
子
・
ト
イ
レ
・
介
謾
用
品
ほ
か

▽
相
談
コ
ー
ナ
ー
…
住
宅
改
造
・
介
謾

用
具
、
介
護
保
険
な
ど

問
先
=
介
謾

保
険
課
保
険
給
付

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

1
2
年
度
参
加
団
体
募
集

自
分
た
ち
の
手
で
枩
奪
美
し
く
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
H
区
内
の
町

会
・
詛
器

、
学
芻
苔
の
団
体

費

用
卜
無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
9

月
2
4日

申
・
問
先
=
地
毓
振
興
課
育

詣

グ
ル
ー
プ
で
参
加
を

荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
'
9
9

日
時
日
1
0月
2
4日
㈲
、
午
前
8
時
3
0分
1
1
1

時

※
1
0月
2
曰
出
に
事
前
説
明

会
あ
り

場
所
=
荒
川
河
川
敷
右
岸

「
虹
の
広
場
s
堀
切
棍
」

内
容
=
河
川

敷
ゴ
ミ
調
査
、
水
質
検
査

申
込
川
電

話

期
限
川
9
月
3
0曰

申
・
問
先
=

計
画
調
整
課
計
画

「
新
し
い
時
代
の

環
境
問
題
」

講
演
会

日
時
=
1
0月
2
日
出
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

講
師
H
岡
島
茂
行
氏
(

環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

定
員
=
1
2
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
日

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、「
受
講
希
誤

と
明
記

期

限
=
9
月
2
0曰
必
着

場
・
申
先
=
あ

だ
ち
再
生
館

〒
1
2
0・0
0
1
1

中

央
本
町
2
-
9
-
1

問
先
=
あ
だ
ち

リ
サ
イ
ク
ル
協
会(

3
8
8
0
)
9
8
0
2

第49回足立区文化祭
日程= 表5 ・6 ※ 表に★があるものは
一般の出展・出場可。要予約
□ 合同セレモニー　時代は流れて
歌とおどりで昭和初期・中期・後期、

平成を綴ります。 日時=9 月26日(日)、
午後2 時 場所= 区役所庁舎ホール

――いずれも――
問先= 文化振興係

表5　 舞台・大会部門

表6　 展覧会部門

※ 時間はいずれも午前10時～午後6 時( 最終日は午後5 時まで)

イラスト・身近な話題を募集中!

み んなの

ペ ー ジ

申・問先= 広報係
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

ペ
ン
差
し
付
き

メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス
は
い
か
が

吉
野
照
儀
さ
ん
・
7
7歳

(
花
畑
三
丁
目
在
住
)

年
を
取
つ
て
ぐ
る
と
、
ど
う
し
て
も

メ
ガ
ネ
の
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
害
類

や
手
紙
な
ど
否
書
く
と
き
、
メ
ガ
ネ
が

あ
っ
て
も
ペ
ン
が
無
い
、
ペ
ン
が
あ
っ

て
も
メ
ガ
ネ
が
:
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
人

も
多
い
と
思
い
宋
了
。
そ
こ
で
、
一
エ

夫
。
お
手
持
ち
の
メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス
(
ソ

フ
ト
ケ
ー
ス
)
を
図
の
ぷ
つ
に
閧
い
て
、

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
な
ど
で
切
り
込
み
を
4

本
入
れ
る
だ
け
で
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な

ど
浜
ほ
さ
み
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
試
し
あ
れ
。

《
広
報
課
か
ら
》
と
て
も
便
利
で
、
簡

単
に
作
れ
そ
う
な
ヶ
I
ス
で
す
ね
。

さあ 行 こう!

「遊び・学び」のみんなの世界
～夢はいつでも∞

むげ んだい

～

第9 回あだち子どもフェスティバル

日時=9 月26日(日)、9 時30分

場所= ギャラクシ ティ

内容= オープニングセレモニー/
伝承あそび/ ミニシアター/ つな
ひき・大なわとび大会/ 模擬店/

作って遊ぼう/ バザーほか　問先=
少年育成係
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
1
7
)

一
ツ
家
第
一
公
園

な
ん
と
屋
外
に
卓
球
台
!
　
し
か
も

そ
れ
は
石
で
で
き
て
い
て
、
ネ
ッ
ト
は

鉄
製
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
も
設

壯
さ
れ
て
い
て
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
が

楽
し
め
る
ミ
ニ
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

ま
于
。

ま
た
、
園
内
に
は
遊
歩
道
が
巡
っ
て

い
て
、
中
央
に
は
大
忝
な
石
を
配
し
た

池
と
、
肪
写
石
よ
う
に
こ
ん
も
n
と

し
た
小
山
が
あ
り
、
日
本
庭
園
を
思
わ

せ
る
趣
が
あ
り
ま
す
。

環
状
七
号
線
の
そ
ば
と
は
思
え
な
い

静
か
な
公
園
で
す
。
秋
の
気
配
が
近
づ

い
て
い
ま
す
。
思
い
思
い
の
時
間
を
嫗

ご
す
の
も
い
い
で
す
ね
。
《
広
報
課
》

了

甼

よ

や
1

辿

バ
酒

蛍
子

駅
土
亀
有
駅
北
早

西
匐
平
下
車

花 だよ り

白粉花

絵: 山田初江さん( 興野二丁目)

オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
は
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
科

の
多
年
草
で
、
花
の
色
は
基
本
的
に
白
、

赤
、
黄
色
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
純
粋

の
赤
や
黄
色
の
ほ
か
に
、
ふ
た
つ
の
色

が
混
ざ
n
あ
っ
た
花
が
あ
り
、
混
ざ
り

か
た
の
パ
タ
ー
ン
も
変
化
に
富
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
は
異
な
っ
た
色
の
花
の
花

粉
鷽
燮
粉
す
る
と
、
そ
の
種
か
ら
で
き

る
花
の
色
は
両
親
の
ど
ち
ら
の
色
も
優

性
と
な
ら
子

、
両
方
の
中
間
の
雑
種
に

な
る
性
質
を
痔
つ
て
い
る
た
め
で
す
。

こ
の
磑
物
の
原
産
地
は
ペ
ル
ー
で
、

花
の
色
が
変
化
に
富
む
こ
と
か
ら
英
語

で
は
「
ペ
ル
ー
の
不
思
議
(
M
a
r
v
e
l
o
f
P
e
r
u
)

」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
別
名「
4
時
に
咲
く
花
(
F
o
u
r
O
'
c
l
o
c
k
F
l
o
w
e
r
)

」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
こ
の
花
が
夕
方
狹
き
、
翌

朝
に
は
閉
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

《
公
園
緑
地
課
》

※
犬
毋
散
稠
で
澁

鏖

箍

恟
み
ん

な
が
榮
し
め
る
公
園
託

斧

ぜ

つ

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
が
廃
止
に
な
り
ま
す

皆
さ
ん
咬
莉
用
い
た
だ
い
て
い
る

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
2
0
0
0

年
問
題
な
ど
に
よ
り
1
1

年
1
2月
末
で
廃
止
廴
稾
す
。

※
瘋
設

仮
予
約
は
1
0月
末
ま
で

問
先
日
広
報

課
報
道
・
映
像

女
性
セ
ン
タ
ー
の

催
し

□
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
9
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
卜
出
店
者
募
集

日
時
日
1
0月
2
4日
㈲
、
午
前
1
0時
～
午

後
2
時
(
雨
天
中
止
)

区
画
H
2
0区

回

出
店
料
H
I
区
画
千
円

申
込
日

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記

期
限
H
9
月
2
7日
必
箝

□
あ
だ
ち
女
性
起
業
家
支
援
塾
入
門
コ

ー
ス「

い
つ
か
は
自
分
の
店
や
会
社
を
持

つ
て
」と
夢
見
て
い
た
り
、「
も
っ
と
う

ま
く
事
業
を
進
め
た
い
」
そ
ん
な
思
い

を
持
つ
て
い
る
方
を
応
援
す
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時
川
1
0月
1
6日

出
・
1
7日
囲
、
午
前
1
0時
～
午
後
5
時

対
象
日区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
お
よ

び
区
内
で
起
業
を
考
え
て
い
る
女
性

(男
性
も
可
)

内
容
目
起
業
冢
亊
例

会
社
の
樛
り
方
、
事
業
計
画
と
経
営
戦

略
ほ
か

講
師
日
大
竹
薫
氏
(
W
W
B
/

ジ
ャ
パ
ン
)
ほ
か

定
員
日
3
0人
(

抽
選
)

費
用
日
1
万
円

申
込
川
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、参
加
の
勣
機
、「
支
援
塾
希
芦

と
明
記

期
限
日
9
月
2
8日
必
着

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
申
・
問
先
目
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
1
3
3
-
―

　
(
3
8
8
0
)
5
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講
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講
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足立区サッカー塾
コーチにラモス瑠偉さんをむかえて

7
月
3
1曰
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
、
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
公
社
主
催
の
「
足
立
区
サ
ッ
カ
ー
塾

O
N
E
D
A
Y

サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ

ッ
ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
サ
ッ
カ

ー
塾
は
、こ
の
日
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
し

た
ラ
モ
ス
瑠
偉
さ
ん
の
「
地
域
に
根
差
し
た
チ
ー

ム
づ
く
り
」
と
い
う
頤
い
と
、
公
杠
の
「
子
ど
も

の
健
全
育
成
事
業
を
契
機
と
し
た
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
づ
く
り
」
と
い
う
考
え
が
一
致
し

て
、
閧
催
さ
れ
た
も
の
。
多
く
の
応
募
者
の
中
か

ら
選
ぱ
れ
た
8
5人
の
中
学
生
が
、
サ
ッ
カ
ー
夸
す

る
人
な
ら
だ
れ
で
も
あ
こ
が
れ
る
ラ
モ
ス
瑠
偉
さ

ん
か
ら
原
接
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
サ
ッ

カ
ー
技
術
上
達
の
た
め
に
、
目
を
輝
か
せ
て
真
剣

に
プ
レ
ー
す
る
姿
茫
蕩
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

※
ラ
モ
ス
瑠
偉
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
サ
イ
ン
入

り
色
紙
を
抽
選
で
4
人
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
広
報

紙
へ
の
感
誓
と

禀
哭
て
広
報
係
ま
で
(
9
月
2
0

日
必
着
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

緑
陰
子
ど
も
俳
句
教
室
…
炎
天
寺

俳
句
を
作
る
と
き
は
み
ん
な
芸
術
家

8 朋 日から5 日まで、一茶ゆかりの

寺、炎天寺で子ども俳句教室力鶚 かれま

した、この日は花保学童保育室の21人を

含む58人の子どもたち力滲 加し、炎天寺

で主催される句会「群炎」の皆さんカ浙

導にあたりました、住職から俳句の作り

方を聞き、さっそく子どもたちは境内へ

入道雲力辱 かぶ真つ青な夏空の下、せみ

の声に耳をすまし、目をこらしながら、

短い霑葉の中に思い思いの句をよんでい

ました。

白
球
を
追
っ
て

全
国
大
会
へ
出
場

8
月
1
0日
、中
学
生
の
軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
足

立
球
友
会
A
」
チ
ー
ム
が
、
関
東
大
会
偏
勝
と
全
国
大

会
出
場
の
報
告
に
区
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
は
勝
手
が
違
い
少
々

緊
張
気
味
の
よ
う
で
し
た
が
、
優
賻
メ
ダ
ル
黔
胸
に
、

全
国
大
会
に
向
け
た
意
気
込
み
は
十
分
で
し
た
。
な
お
、
8

月
2
3日
か
ら
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
は
、
見
亊
ベ
ス

ト
8
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
江
北
高
校
も
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手

権
大
会
の
東
京
地
方
大
会
に
お
い
て
、
2
3年
ぶ
り
4
回

目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
出
場
壹
剛
に
8

月
1
8日
、
在
校
生
や
P
T
A

、
0
1
3な
ど
が
選
苹
を

励
ま
す
壮
行
今
亙
肓
館
で
閧
催
。金
子
主
将
は
、「
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
出
し
切
っ
て
頑
張
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
兵
愿
県
で
の
全
国
大
会
で
は
、

初
狄
敗
退
し
た
も
の
の
大
健
闘
し
ま
し
た
。

▲ 鈴木区長から激励をうける足立球友会A チーム

▲ 江北高校軟式野球部の壮行会

電車の運転手になりたいっ!
8 月6 日、地下鉄竹ノ筱検車区で「地下鉄車両基地見学会」

が小学生を対象に行われました、子どもたちはレールのポイン

ト切り替え操作や、自動ドアのしくみの説叨に聞き人つていま

したO なかには夏休みの宿題の自由研究の題材にと、熱G こメ

モを取る子どももいました、愿車の運転手や車拿は、子どもた

ちにとって今も夢のお仕孔 見学会終了後、制服を着て写真撮

影会が行われて、子どもたちは運転手や車拿さんの雰囲気を抜

わい、はしゃいでいました。

▲「こんなところに階段が? 」
非常扉からの降車体験

高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
が
オ
セ
ロ
で
交
流

7
月
4
日
、
東
和
住
区
セ
ン
タ
ー
で
、

老
人
館
・
児
童
館
共
催
オ
セ
ロ
大
会
が

閧
か
れ
ま
し
た
。
日
ご
忝
か
ら
老
人
館

で
オ
セ
ロ
に
興
じ
て
い
る
凄
腕
の
お
年

寄
り
了
人
と
、
夏
休
み
で
児
童
館
を
利

用
す
る
小
1
匚
中
2
の
5
5人
の
子
ど
も

た
ち
の
間
で
熱
戦
が
繰
り
5

谷
れ
ま

し
た
。
お
年
寄
り
も
子
ど
も
た
ち
も
、

こ
の
と
き
は
年
齢
の
垣
根
を
越
え
て
勝

負
に
熱
中
。
自
分
の
オ
セ
ロ
が
白
か
ら

黒
へ
と
逆
転
さ
れ
る
と
、
思
わ
豈
古
笑

す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
接
戦
の

末
、
井
原
大
地
君
示
6
)

が
涎
胯
、

記
念
品
と
参
加
者
か
ら
の
熱
い
拍
乖
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

富
士
の
す
そ
の
で

救
助
操
法
を
披
露

7
月
1
8日
、
静
岡
県
清
水
町
で
静
岡

県
駿
東
支
部
韵
馨
鬩
大
会
が
行
わ
れ
、

東
亰
都
の
消
防
団
と
し
て
は
朷
め
て
、

西
新
井
消
防
団
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
支
部
が
昨
年
6
月
の
西
新

井
消
防
団
消
防
操
法
大
会
夲
俔
察
に
来

た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
多
く
の
人
が
見

守
る
中
、
す
ば
ら
し
い
救
助
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。

古紙配合率70% 再生紙を使用しています O. Ya. K　237, 000


